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オープニング　雲南市の歌披露
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式辞を述べる速水市長

　10
周
年
記
念
式
典
開
催

　
11
月
１
日
、
合
併
し
て
10
周
年
を
迎
え
る
雲
南
市
の
記
念
式
典
を
三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ

ル
で
行
い
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
な
ど
関
係
者
、
市
民
な
ど
約
５
０
０
人
が
出
席
し
、
誕
生
10

周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
雲
南
市
の
歌
を
披
露

し
、
作
詞
さ
れ
た
石い
し

井い

昭あ
き

吉よ
し

さ
ん
（
愛
知
県
岡

崎
市
）
と
作
曲
さ
れ
た
菅す
が

田た

茂し
げ
る

さ
ん
（
雲
南

市
）
へ
感
謝
状
が
贈
ら
れ
た
ほ
か
、
10
年
の
歩

み
を
振
り
返
っ
た
記
念
映
像
の
上
映
を
行
い
ま

し
た
。

　
速
水
市
長
は
、
式
辞
の
中
で
、
市
制
10
年
を

振
り
返
り
、「
６
町
村
が
持
っ
て
い
る
『
良
さ
』

を
市
全
体
の
『
良
さ
』
と
し
て
共
有
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
、
五
つ
の
恵
み
で
あ
る
『
笑

顔
あ
ふ
れ
る
地
域
の
絆
』、『
世
代
が
ふ
れ
あ
う

家
族
の
暮
ら
し
』、『
美
し
い
農
山
村
の
風
景
』、

『
多
彩
な
歴
史
遺
産
』、『
新
鮮
で
安
全
な
食
と

農
』
が
一
体
的
に
共
有
さ
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
『
安
全
・
安

心
』、『
活
力
と
賑
わ
い
』、『
健
康
長
寿
・
生
涯

現
役
』
が
実
現
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
し
っ
か

り
と
取
り
組
み
、
持
続
可
能
な
地
域
づ
く
り
を

継
続
し
て
行
く
う
え
で
、
定
住
人
口
の
増
加
を

目
標
に
掲
げ
、
雇
用
の
場
の
確
保
、
子
育
て
環

境
の
充
実
、
教
育
レ
ベ
ル
の
高
い
環
境
づ
く
り

や
、
市
立
病
院
を
中
心
と
し
た
医
療
の
確
保
な

ど
を
、
重
点
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
」
と

新
た
な
10
年
に
向
け
た
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

生い
の
ち命
と
神
話
が
息
づ
く

　新
し
い
日
本
の
ふ
る
さ
と
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陶
山
病
院
を
開
業
さ
れ
、
島
根
県
医
師
会
裁
定
委
員
、
雲
南
医
師

会
の
会
長
、
各
種
協
議
会
会
長
、
学
校
医
を
務
め
ら
れ
る
一
方
、
地

域
住
民
の
健
康
増
進
、
保
健
衛
生
思
想
の
普
及
に
も
ご
尽
力
さ
れ
、

昭
和
52
年
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
「
有ゆ
う

隣り
ん

会か
い

」
を
設
立
、
翌
年
に
民

間
の
特
別
養
護
老
人
施
設
「
梅ば
い

里り

苑え
ん

」
を
開
設
、
平
成
元
年
に
は
、

医
療
法
人
「
陶と
う

朋ほ
う

会か
い

」
を
設
立
、
翌
年
に
「
平
成
記
念
病
院
」
を
開

設
さ
れ
、
民
間
病
院
で
あ
り
な
が
ら
雲
南
地
域
の
第
二
次
医
療
圏
域

の
中
核
病
院
と
し
て
、
救
急
病
院
の
指
定
を
受
け
ら
れ
、
地
域
住
民

の
医
療
充
実
に
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
同
病
院
に
は
、
老
人
保
健
施
設
「
平
成
苑
」
を
併
設
さ
れ
、
さ
ら

に
平
成
12
年
に
は
訪
問
介
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
「
へ
い
せ
い
」
を
開
設

さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
保
健
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
整
備
に
も
大
き

く
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、「
世
界
平
和
」
を
訴
え
続
け
ら
れ
た
永
井
隆
博
士
の
精
神

を
受
け
継
ぎ
、「
平
和
を
」
と
「
如に
ょ

己こ

愛あ
い

人じ
ん

」
の
精
神
に
よ
り
、
博

士
の
有
縁
の
地
で
三
刀
屋
如
己
の
会
を
結
成
さ
れ
、
精
力
的
な
取
り

組
み
も
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
平
成
24
年
12
月
に
は
有
隣
会
様
よ
り
、
特
別
支
援
学
校

分
教
室
建
設
用
地
と
し
て
、
梅
里
苑
跡
地
を
市
へ
ご
寄
附
い
た
だ
き

ま
し
た
。

雲
南
市
名
誉
市
民

　
市
議
会
６
月
定
例
会
で
、
名
誉
市
民

の
推
挙
に
つ
い
て
同
意
を
い
た
だ
き
、

雲
南
市
で
３
人
目
と
な
る
名
誉
市
民
顕

彰
を
行
い
ま
し
た
。

　陶す

山や
ま

　吉き
ち

朗ろ
う

　様
（
三
刀
屋
町
）

雲
南
市
功
労
表
彰

阿あ

川が
わ

　
文ふ
み

雄お

　
社
会
福
祉
功
労

景か
げ

山や
ま

　
道み
ち

隆た
か

　
文
化
芸
能
功
労

村む
ら

松ま
つ

　
　
憲け
ん

　
社
会
活
動
功
労

大
東
国
際
文
化
交
流
協
会
　
国
際
交
流
功
労

雲
南
市
自
治
功
労
表
彰

吾あ

郷ご
う

　
廣ひ
ろ

幸ゆ
き

　
元
市
議
会
議
長

藤ふ
じ

原は
ら

　
政ま
さ

文ふ
み

　
元
市
議
会
議
長

深ふ
か

石い
し

　
葊ひ
ろ

正ま
さ

　
元
市
議
会
副
議
長

石い
し

川か
わ

　
幸ゆ
き

男お

　
元
市
議
会
副
議
長

𠮷𠮷よ
し

井い

　
　
傳つ
た
え

　
元
市
議
会
副
議
長

板い
た

持も
ち

　
達た
つ

夫お

　
元
市
議
会
議
員

光み
つ

谷た
に

由ゆ

紀き

子こ

　
元
市
議
会
議
員

村む
ら

尾お

　
晴は
る

子こ

　
元
市
議
会
議
員

加か

藤と
う

　
欽き
ん

也や

　
元
市
議
会
議
員

板い
た

持も
ち

　
　
庸よ
う

　
元
市
農
業
委
員
会
会
長

内う
ち

田だ

　
孝た
か

志し

　
元
副
市
長

影か
げ

山や
ま

　
喜よ
し

文ふ
み

　
元
副
市
長

雲
南
市
長
感
謝
状

加か

藤と
う

　
健け
ん

司じ

　
大
東
町

舟ふ
な

木き

　
　
清き
よ
し

　
加
茂
町

速は
や

水み

　
弘ひ
ろ

子こ

　
加
茂
町

嘉か

本も
と

　
輝て
る

雄お

　
加
茂
町

金か
な

山や
ま

　
久き
ゅ
う

一い
ち

　
木
次
町

谷た
に

岡お
か

美み

榮え

子こ

　
木
次
町

杉す
ぎ

原は
ら

　
　
儀た
だ
し

　
木
次
町

小こ

林ば
や
し

　
淹ひ
さ

光み
つ

　
木
次
町

石い
し

田だ

　
侑ゆ
き
お生

　
木
次
町

葊ひ
ろ

野の

　
祐ゆ
う

二じ

　
木
次
町

安や
す

井い

　
　
譽た
か
し

　
三
刀
屋
町

古ふ
る

山や
ま

　
陽よ
う

治じ

　
三
刀
屋
町

谷た
に

戸と

　
仁ひ
と

子こ

　
三
刀
屋
町

三み

浦う
ら

由ゆ

美み

子こ

　
三
刀
屋
町

稲い
な

田た

　
和か
ず

実み

　
三
刀
屋
町

高た
か

尾お

　
良り
ょ
う

悦え
つ

　
三
刀
屋
町

錦に
し
こ

織お
り

　
靖や
す

雄お

　
吉
田
町

高た
か

岡お
か

　
裕ゆ
う

司じ

　
吉
田
町

影か
げ

山や
ま

　
忠た
だ

夫お

　
吉
田
町

田た
な

部べ

　
寛ひ
ろ
し
げ

　
吉
田
町

石い
し

飛と
び

　
安や
す

弘ひ
ろ

　
掛
合
町

雲南市市制施行（合併）10周年記念式典　受賞者名簿（順不同・敬称略）

速水市長から阿川文雄さんへ表彰状が手渡されました

地
域
委
員
と
し
て
多
年
に
わ
た
り
地
域
の
発
展
の
た
め

に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
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うんなん健康都市宣言文
　雲南市は、美しい農山村の風景や多彩な歴史遺産、新鮮で安全な食と農といった幸や恵みに溢れ、
私たちは古来より感謝と共に、生活に活かして暮らしてきました。そして、今後も恵まれた環境や
文化を次世代に継承し、健康で心豊かに暮らし続けることが今求められています。
　健康は、私たちが夢や希望、目標などをもち、充実した人生を送る上で極めて重要であり、生涯
健康でいきいきと暮らしていくことは、雲南市民誰もの願いです。
　その願いを叶えるため、健やかな生活習慣を基に、家庭・地域でお互いに学び合い、支え合い、
信頼できる絆を深め合いながら、健康づくりをすすめることを誓い、「うんなん健康都市」を宣言
します。

1　まなびます　生涯続ける　健康づくり
1　めざします　旬を味わう　地産地消
1　なくします　一人でくよくよ　悩むこと
1　かなえます　無理せずできる　運動習慣
1　ねがいます　地域で育む　健康長寿

　雲南市誕生から10周年を迎え、市民をあげて健康づくりに取り組む機運を高めるための道しるべと
して、うんなん健康都市宣言文を策定しました。雲南市の幸や恵みを資源とし、すべての市民が健康
を維持・増進し、活力ある雲南市を創造するための方策を親しみやすい言葉で表現しています。
　策定にあたっては、島根大学理事・副学長の塩

しわく

飽邦
くに

憲
のり

さんを委員長とする10名の委員の皆さんにご
検討いただき、９月議会で議決されました。
　宣言文は、各項目の頭文字を「まめなかね」とし、栄養、運動、心など健康に必要な要素や、生涯
学習、地産地消など地域づくりの観点を盛り込んでいます。

宣言文を読み上げる土江教育長

うんなん健康都市宣言
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毎年恒例のむかで駅伝

　「第32回掛合町ふるさとまつり」が掛合中学
掛合町ふるさとまつり

校周辺で行われ、掛合保育所の児童たちによる
「しょっきり太鼓」や「スイーツコンテスト」、「掛
合太鼓揃い打ち」、「むかで駅伝」など開催され、
多くの人が楽しんでいました。

各地で行われた

秋まつりの様子
を紹介します

10
　12

　大東地域交流センターで行われた「第32回大東よいと
こ祭」。よいとこ戦隊ダイトレンジャーショーなど様々
な催しがあり、大勢の来場者で賑わいました。

大東よいとこ祭

ダンスする大東保育園の園児たち

10
　19

祭りのオープニングイベント「餅まき」

　「第２回加茂よっといで祭り」が、加茂文
化ホールラメール周辺で開催されました。晴
天に恵まれ青空のもと、ステージイベントや
テント村・作品展示などの催しに大勢の来場
者があり賑やかな祭りとなりました。

加茂よっといで祭り
10
　26

吉田小学校児童による鼓笛隊の演奏

　吉田交流センター周辺で行われた「第 10 回ななかま
どフェスタ」。子どもたちに大人気の鋼

はがね

戦隊ムラゲレン
ジャーショーや吉田町内の保育所、小・中学校の子ども

ななかまどフェスタ

たちによる鼓笛隊、火
か

焔
え ん

太鼓、神楽、合唱、吹奏楽など
のステージイベントで賑わいました。

10
　26

総勢250人による梅が香音頭踊りの輪

　三刀屋幼稚園鼓笛隊で始まった「第35回み
とやっこまつり」は、梅が香

か

音頭踊りや子ど
もたちなどによるステージイベント、様々な
出店・出展で今年も大いに賑わいました。

みとやっこまつり
10
　26

木次こども園の園児たちによるリズムダンス

　木次体育館周辺で「第32回きすきがっしょ祭り」が行われました。
木次こども園のリズムダンス、木次中学校吹奏楽部演奏会、木次小

きすきがっしょ祭り

学校の合唱・合奏、よさこいなど盛りだくさんのステージイベント
が行われ、恒例の「お楽しみ抽選会」では、一番の盛り上がりをみ
せていました。

11
　２



あり月幸
うんなん
いつもより、「幸運なんです。雲南です。」

10月12日から11月30日までの期間を “うんなん幸あり月” と称し 「幸運なんです。 雲南です。」 を合言葉に
 「人、 自然、 歴史、 食」 の “幸” （地域資源） を活かした、 雲南市ならではのさまざまな催しを開催しました。

神在り月の夕べ
　　　～音と仮面とアートの謝肉祭～

10
12

月

日

　国宝銅鐸の出土を祝う祭り「神在り月の夕べ」が、B&G
加茂海洋センターで行われました。
　音楽とアートを融合したこのイベントは、地球放浪音
楽ユニット TAYUTA  pilgrim や加茂町出身のシンガー
中林知香さんのライブ、横浜出身のダンサー高須賀千江
子さんによるパフォーマンスのほか、墨絵、油彩や鏝絵
などのライブアートも行われました。

タユタ ピルグリム

なかばやし ち か たか  す　か

ゆさい こて え

ち え

こ

TAYUTA  pilgrim さんのライブ

中
林
知
香
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
と

高
須
賀
千
江
子
さ
ん
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

　掛合町波多の「満壽の湯」で、波多温泉まつりに併せ、
森林バイオマスフェスタ 2014 が開催されました。
　人気の「チェンソーアートの実演」や「丸太切り大会」、
足湯体験や温泉の無料開放も行われ、たくさんの来場者
で賑わいました。中でも丸太切り大会では、30人余りが
参加し、小さな子どもから100歳を超える女性の参加も
あり、会場は大いに盛り上がりました。

山
の
恵
み
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
感
‼

　
　〜
森
林
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10
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日

チェンソーアート

丸
太
切
り
大
会

まんじゅ

　「日本たまごかけごはんシンポジウム」が、吉田
町生涯学習交流館で行われ、全国から７店舗が出
店し、来場者へこだわりのたまごかけごはんを提供
しました。来場者の投票により「たまごかけごはん」

第
10
回
日
本
た
ま
ご
か
け
ご
は
ん
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

10
26

月

日

　秋晴れの中、さくらおろち湖で、「さくらおろち湖祭り」が開催
され、3,300 人の来場がありました。
　メイン会場の県ボート競技施設では、１６店舗が出店したテント
村が開設され、ステージでは太鼓や神楽、歌謡ショーやトランペッ
ト演奏が行われ大盛況となりました。
　このほか、会場周辺では、松江シティFC によるサッカー交流会、
ボートコースにおいてはシーカヤック体験やボート（レガッタ）体
験、さくらおろち牧場ではホースセラピー体験、ダムの見える牧
場においては乳牛とのふれあい体験なども行われ、多くの家族
連れで賑わっていました。

メイン会場（県ボート競技施設）の様子

　「つなぐ～今後10年を見据えて～」をテーマに、木
次経済文化会館チェリヴァホールで「地域自主組織取
組発表会」が行われ、18 の地域自主組織のみなさん
が発表を行いました。
　発表の後、IIHOE 代表川北秀人さんから、地域自
主組織の取組みが、「行事・イベント」から「事業・サー
ビス」へ進化している点や、事業を担う若手・次世代
の育成・巻き込み・働きかけ、自主組織同士の学び合
いが実践されている点について評価され、さらに、今
後、80 歳以上の人口増加に備え、人口構造の見通し（予
測）や、住民アンケートで、「事業・サービスへの評価」

「困りごと・不安」「自分たちでできること」を確認す
ることなどが重要であるとアドバイスされました。
　来年の取組発表会は、平成 27 年 6 月 6 日（土）、
11 月 7 日（土）を予定しています。

アイアイエイチオーイー

地域自主組織取組発表会

取組発表に対し
アドバイスする
川北秀人さん

意見交換を行う参加者のみなさん

10
31

月

日

かわきた

はり  ま  なだ

ひで　と

　日本の棚田百選に選ばれた大東町山王寺の棚田で、餅
つきや米、野菜のふれあい市など賑やかに行われました。
　また、春から行われてきた「田んぼの学校」の収穫祭
では、さつまいも堀りをし、秋の棚田を満喫していました。

のチャンピオンを決定する「第３回 TKG（たまごかけごはん）チャ
ンピオンシップ」は、昨年に続き、兵庫県加古川市から出店さ
れた加古川農家食堂の「播磨灘の幸たまごかけごはん」が３連
覇を達成しました。

参加したみなさん

山
王
寺
棚
田
祭
り
＆
収
穫
祭

11
2

月

日

会場の様子

わくわくがいっぱい
「尾原ダム・さくらおろち湖祭り2014」開催♪

10
19

月

日
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あり月幸
うんなん
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　今年で４期目となる幸雲南塾は、社会起業家や地域貢献を志す若い人材の発掘と育成を目
的に、5 月から 5 回にわたり、講座を開催しました。
　市内外から公募により選ばれた17組(25人)の塾生たちは、約半年間、様々な地域課題の解
決に向けたチャレンジをしながらプランを練り上げ、最終報告会で発表しました。
　「最優秀賞」を受賞した三成由美さん（奥出雲町）は、奥出雲町、雲南市で様々な体験プ
ログラムを行う「Okutabi むふふオータム」を企画。受賞を受け、三成さんは、「今回の受
賞を励みとして今後も“誰も自分らしく生きるわくわくする雲南地域”をめざし、
自分ができることから努力していきます！」と語られました。
　また、市内の課題解決につながる優秀なプランに贈られる「チャレンジプ
ラン賞」を受賞した、中澤太輔さん・松本悠さん・酒井聖文さんチームは、

「チャレンジ大賞をいただき光栄です！これは、私たちへの期待の現れだ
と受け止めています。これからも地域に喜ばれ、
地域が発展する場づくりをめざして活動して
いきます！」と決意を述べられました。

幸雲南塾 2014
　～若者チャレンジ講座～最終報告会開催

最優秀賞を受賞した三成由美さん

チャレンジプラン賞を受賞した
左から松本　悠さん・中澤
太輔さん・酒井聖文さん

　（公財）鉄の歴史村地域振興事業団が主催する、たたら製鉄の歴史、技術の伝承などの研究成果の発表を行う「鉄の歴史
村フォーラム 2014」が、吉田健康福祉センターで行われました。建物の老朽化にともない平成24年から保存修理事業が
行われている国指定重要有形民俗文化財「菅谷たたら山内」が、11月末には地域内の中心施設である菅谷高殿の保存修理
工事が終わる予定であることから、このフォーラムでは、「菅谷たたら山内の人々と景観」の検証を行い、オプション企画
としてフォーラム参加者を対象とした、菅谷たたら山内のフィールドワークも実施しました。

鉄の歴史村フォーラム 2014

11
2

月

日

11
8

月

日

み  なり ゆ

おくたび

まつもとゆたか さか い まさふみなかざわだいすけ

み

松江工業高等専門学校准教授鳥谷智文さんによる講演
と やともふみ

フィールドワークの様子

さんない

神
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

太
鼓
の
集
い

　市制施行 10 周年協賛事業として、誕生 90 周年を
迎える「松笠歌舞伎」の記念公演が、松笠交流セン
ター「松笠ご縁の館」（掛合町松笠）で行われました。
　昔の芝居小屋そのものの雰囲気を醸し出す松笠歌
舞伎は、子どもからおじいさん、おばあさんまで一緒
になって楽しめる、地域の伝統芸能で、今年も多くの
観覧者で賑わっていました。

「松笠歌舞伎」誕生 90周年記念公演
11
2

月

日

「松笠歌舞伎」公演の様子

　雲南市をまるごと詰めこんだ「出会い」と「楽しみ」が
たっぷりの 2日間『うんなん幸あり祭』を、三刀屋文化体育
館アスパルで行い、5,000人の来場者で賑わいました。

　雲南市をまるごと詰めこんだ「出会い」と「楽しみ」が
たっぷりの 2日間『うんなん幸あり祭』を、三刀屋文化体育
館アスパルで行い、5,000人の来場者で賑わいました。

11
1～2

月

日

うんなんファーマーズバイキングレストランうんなんファーマーズバイキングレストラン

小泉八雲朗読LIVEこ
ど
も
向
け
職
業
体
験

　
　
　
　
　
「
う
ん
？
な
に
屋
？
」

地元中学校吹奏楽部による
「雲南市の歌」合同演奏
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「道の駅グルメライド  i n 中国山地」初開催!!

　中国横断自動車道尾道松江線の開通による国道 54 号の
通行量減少対策の一環として、サイクリングイベントが開
催されました。
　道の駅「ゆめランド布野」を発着とし、道の駅「ふぉれ
すと君田」「たかの」「たたらば壱番地」「頓原」「赤来高原」
を巡る全長124㎞の起伏に富んだロングコースで行われ、
小雨の降る中、県内外から236人が参加しました。午前10
時頃、先頭の選手が奥出雲町側から市内を訪れ、道の駅「た「たたらば壱番地」でグルメを堪能する選手のみなさん

たらば壱番地」で豚丼、プリンなどのグルメを堪能したあと、次の道の駅「頓原」をめざして本コー
ス最難関の国道54号青雲トンネルまでの長い登り坂に向かってチャレンジして行きました。

４/1310/5

第２回ＵＮＮＡＮリーグ
チャンピオン決定‼

　雲南市独自の８人制ルールを適用したサッカー “ＵＮＮ
ＡＮリーグ ”は、８月22日の開幕以来、市内外から集まっ
た８チームが、参加し総当たり戦を行ってきました。
　大東公園多目的広場で、「シンワＦＣ」チーム（松江市）
と「ＦＣぱるま」チーム（雲南市）による決勝戦が行われ、
３－０で、「シンワＦＣ」チームが優勝しました。 「シンワＦＣ」チームと「ＦＣぱるま」チームのみなさん

　試合終了後に閉会式・授賞式を行い、雲南市体育協会上
じょう

代
だい

　昇
のぼる

副会長より、「シンワＦＣ」チームへ、
優勝カップと賞状が手渡され、最後に記念撮影を行いました。

10/24

　日本の森林再生に取り組む、Ｃ . Ｗ . ニコルさ
ん（一般財団法人　Ｃ . Ｗ . ニコル・アファンの
森財団）が雲南市を訪れ、さえずりの森（掛合町
波多）、八重滝（掛合町入間）などを視察されま
した。
　13日は、吉田町生涯学習交流館を訪れ、吉田・
掛合地区の地域自主組織のみなさんへ、森林再生

C.W. ニコルさん「さえずりの森」視察の様子

里山を活用した地域づくり

“Ｃ
シー

. Ｗ
ダブリュー

. ニコルさん視察”

４/13
10/11
 ～13

の重要性につ
いて述べた
後、里山を活
用した地域づ
くりについて
の提案や意見
が交わされま
した。

　島根県が行っている主要地方道出雲三刀屋線
（伊萱工区）道路改良事業で、出雲市境までの
約１㎞区間の施工を進めるための樋

ひ

門
もん

本体工事
等の発注に伴い、起工式が行われました。
　交通量の多い路線であるため、平成30年代前
半の完成をめざして、順調な事業進捗が期待さ
れます。

起工式の様子

主要地方道出雲三刀屋線

（伊
い

萱
がや

工区）起工式

４/1310/11
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かも食彩市の様子

　雲南市が整備を進めていた、「加茂岩倉遺跡公園駐車場」と「交
流広場」（松江自動車道加茂岩倉パーキングに隣接）が完成し、
それを記念して「かも食彩市」が行われました。
　イベントでは、お楽しみ抽選会や農産物、加工品の販売などで、
多くのお客さんで賑わっていました。
　この駐車場が完成したことにより、高速道路から降りることな
く加茂岩倉遺跡まで歩いて行くことが可能となりました。駐車場
からは徒歩で800メートル、約15分です。

中国地方初のハイウェイオアシス完成
11/3

発表する金築暎次さん

交通安全への誓いを新たに

　松江市総合福祉センターで、島根県、島根県警察本部及び島根県交通
安全協会の共催により「第29回交通安全高齢者の主張島根県大会」が
行われ、雲南地区を代表して加茂町の金

かね

築
つき

暎
えい

次
じ

さんが出場されました。
　この大会は、高齢者の事故を防止するため、高齢者自身に広く体験
事例や意見等を発表する機会を設ける目的で行われ、金築さんは「高
齢運転者の “あまえ ” 運転」と題し、熱い思いを持って力強く発表さ
れました。

４/1310/27

　県内６ブロックから７人が出場し、日常生活からの気づきや、職業から感じられることなど、８分
間の制限時間いっぱいに主張され、交通安全への誓いを新たにした大会となりました。

参加者全員で記念撮影

秋
コスモス

桜レガッタ in さくらおろち湖
10/26

　斐伊川さくらボート協会が主催した、「秋桜レガッタ」
がさくらおろち湖（尾原ダム）で開催され、県内外から
13クルーが参加しました。
　この大会は、５月に開催したお花見レガッタに続く大会
で、さくらおろち湖の1000mコースを活かした、全国的に
も類をみないナックルフォアによる1000m レースを実施し、ジュニアの部で出場した、市内の小学
生チーム「斐伊川こどもボートクラブ」の子どもたちも、見事完漕しました。
　また、島根県高等学校新人ボート大会も併催され、高校生のレースも行われました。

　出雲市出身の映画監督　錦
にしこおり

織良
よし

成
なり

さんの映画「たたら侍」がク
ランクインを迎え、出雲大社で制作発表が行われました。
　この映画は、Ｅ

エ グ ザ イ ル

ＸＩＬＥ・Ｈ
ヒ

ＩＲ
ロ

Ｏさんがエグゼクティブプロ
デューサーとして、初の映画制作を手掛け、出演は、劇団ＥＸＩ
ＬＥの青

あお

柳
やぎ

　翔
しょう

さん、ＥＸＩＬＥのみならずドラマ・映画と役者
としても幅広く活躍するＡ

ア キ ラ

ＫＩＲＡさん、今作が映画初作品とな
るＥＸＩＬＥの小

こ

林
ばやし

直
なお

己
き

さんが決定しました。
　雲南市は、映画「たたら侍」支援自治体連絡会に参画し、映画を
通じた地域振興のため、広域連携による情報発信に取り組みます。

映画「たたら侍」制作発表会
４/1310/28

制作発表の様子（左から小林直己さん、ＡＫ

ＩＲＡさん、青柳翔さん、錦織監督、ＨＩＲ

Ｏさん、長岡出雲市長）
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和牛の産地
　畜産がんばってます

特選賞首席を受賞した
安井辰雄さんと「しげはな」号

雲南市子
こ

牛
うし

共進会の結果

　吉田集畜場で、市内から31頭の愛牛が出品され、雲南市子牛共進会を開催しました。
　審査の結果、次の11頭が特選賞となり、島根中央子牛共進会の出場牛が決まりました。

特選賞首席　掛合町　　安
やす

井
い

　辰
たつ

雄
お

さん　しげはな号
特選賞２席　大東町　　長

なが

妻
つま

　　良
りょう

さん　てるこ号
特選賞３席　大東町　　渡

わた

部
なべ

　　学
さとる

さん　まりりん号
特選賞４席　加茂町　　渡

わた

部
なべ

　彰
あき

夫
お

さん　よしひさ２号
特選賞５席　掛合町　　北

きた

尾
お

　正
まさ

成
なり

さん　しげはな号
特選賞６席　大東町　　中

なか

西
にし

　康
こう

一
いち

さん　こうてる号
特選賞７席　三刀屋町　長

は

谷
せ

川
がわ

邦
くに

男
お

さん　てるいと号
特選賞８席　木次町　　山

やま

根
ね

　　茂
しげる

さん　ふく号
特選賞９席　三刀屋町　宮

みや

食
じき

　愛
よし

伯
のり

さん　ひとみ14の４号
特選賞10席　木次町　　小

こ

山
やま

　秀
ひで

麿
まろ

さん　にしくに号
特選賞11席　三刀屋町　佐

さ

藤
とう

　定
さだ

夫
お

さん　ひらいと８号

10/17

第８区（若雄後代検定牛群）

指定交配種雄牛

勝照茂号

産地：雲南市吉田町

第11回全国和牛能力共進会に向けて

指定交配がスタート！

　平成 29 年９月に宮城県で第 11 回全国和牛能力共進
会が開催されます。

　宮城全共へ出品する和牛の父となる交
こう

配
はい

種
しゅ

雄
ゆう

牛
ぎゅう

とし
て、島根県では、第７区（総合評価群）に、大東町で
生産された「恵

めぐみ

茂
しげ

勝
かつ

」号が、第８区（若
わか

雄
おす

後
こう

代
だい

検
けん

定
てい

牛
ぎゅう

群
ぐん

）に吉田町で生産された「勝
かつ

照
てる

茂
しげ

」号が決定しました。
　雲南市で生産された種雄牛を活用し、宮城全共に取
り組んでいきます。

４/1310/25

グランドチャンピオン賞第３席を受賞した
角折羊子さんと「もんいと５１５」号

島根県種
しゅ

牛
ぎゅう

共進会の結果

　松江市宍道町の島根中央家畜市場で、県内から肉用種牛 47 頭、乳用種
牛 33 頭が出品され、島根県種牛共進会が開催されました。
　雲南市からは７人の皆様に愛牛を出品いただきました。審査の結果、各
区の首席で島根県１位を決定するグランドチャンピオン賞の選考で、角

つの

折
おり

羊
よう

子
こ

さんの「もんいと515」号が堂々の３席に選ばれました。
　各区の成績は次のとおりです。
【肉用種牛の部】
○第３区
優秀賞６席　三刀屋町　角

つの

折
おり

　羊
よう

子
こ

さん　もんじろう541号
優良賞　　　木次町　　山

やま

根
ね

　　茂
しげる

さん　よしひさ号
○第４区
優秀賞首席　三刀屋町　角

つの

折
おり

　羊
よう

子
こ

さん　もんいと515号
優秀賞３席　三刀屋町　佐

さ

藤
とう

　定
さだ

夫
お

さん　ひらいと７号
優秀賞８席　大東町　　渡

わた

部
なべ

　　学
さとる

さん　ゆか号
優秀賞９席　大東町　　森

もり

脇
わき

　一
いち

郎
ろう

さん　なつこ号
○第５区
優秀賞２席　三刀屋町　佐

さ

藤
とう

　定
さだ

夫
お

さん　ひらいとかつ号
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひらいと７号

部位賞（前
ぜん

躯
く

）　　　　　佐
さ

藤
とう

　定
さだ

夫
お

さん　ひらいと７号
部位賞（腿

もも

）　　　　　　角
つの

折
おり

　羊
よう

子
こ

さん　もんいと515号

【乳用種牛の部】
○第１区
優秀賞　５席　加茂町　板

いた

井
い

　雄
ゆう

士
し

さん
スター　ジユニパー　プリンセス号

優良賞　　　　大東町　田
た

中
なか

　茂
しげ

幸
ゆき

さん
マダム　クレイタス　コムスター号

ＪＡ女性部和牛審査競技会では、さくら姫チームが第３位
に入賞されました。
出場された皆様は次のとおりです。
　大東町　武

たけ

田
だ

　京
きょう

子
こ

さん
　大東町　渡

わた

部
なべ

　典
のり

子
こ

さん
　木次町　藤

ふじ

原
はら

　洋
よう

子
こ

さん（敢闘賞）
　木次町　福

ふく

間
ま

貴
き

美
み

子
こ

さん

第７区（総合評価群）

指定交配種雄牛

恵茂勝号

産地：雲南市大東町
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大東町老人クラブ 50 年記念誌発刊

　雲南市老人クラブ連合会大東町支部（会長 藤
ふじ

原
はら

英
えい

逸
いつ

さん）
が、結成50周年を記念して「大東町老連 50 年のあゆみ」を

速水市長へ記念誌を手渡す藤原会長（右）

発刊され、藤原英逸会長から速水市長へ記念誌を手渡しました。
　この記念誌は、昭和38年に結成された大東町老連のあゆみ
のほか、大東町内８地区の老連の活動も紹介し、地域の特色
がうかがえる内容となっています。
　市内の図書館３館、大東町内のすべての交流センター及び
小・中学校へ置いていますので、ぜひご覧ください。

４/1311/5

　
雲
南
市
誕
生
か
ら
10
年
が
経
ち
、
11
月
１
日
に
合
併
記
念

式
典
が
三
刀
屋
文
化
体
育
館
ア
ス
パ
ル
で
開
催
さ
れ
、
多
く

の
市
民
の
皆
様
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の

軌
跡
を
振
り
返
り
つ
つ
新
た
な
10
年
に
向
か
っ
て
の
飛
躍
を

期
し
、
盛せ

い

会か
い

裡り

に
終
始
し
ま
し
た
。

　
日
本
が
人
口
減
少
、
急
激
な
少
子
高
齢
化
、
環
境
問
題
を

抱
え
る
中
、
元
東
京
大
学
総
長
で
あ
る
小こ

宮み

山や
ま

宏ひ
ろ
し

氏
の
提

唱
に
よ
り
「
プ
ラ
チ
ナ
構
想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
平
成
23
年

発
足
し
ま
し
た
。

　
め
ざ
す
は
「
エ
コ
ロ
ジ
カ
ル
で
高
齢
者
が
参
加
し
、
一
生

を
通
じ
て
人
が
成
長
を
続
け
、
雇
用
の
あ
る
プ
ラ
チ
ナ
の
よ

う
に
光
輝
く
威
厳
の
あ
る
社
会
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
雲
南
市
は
こ
れ
ま
で
10
年
間
で
人
口
が
約
５
千
人
減
少

し
、
こ
う
し
た
傾
向
は
今
後
も
続
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。
ま

た
、
高
齢
化
率
は
平
成
27
年
に
は
36
％
と
予
想
さ
れ
、
全
国

の
25
年
先
の
状
態
と
な
り
ま
す
。

　
本
年
、
そ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
た
こ
れ
ま
で
の
ま
ち

づ
く
り
が
、
プ
ラ
チ

ナ
社
会
を
め
ざ
そ

う
と
し
て
い
る
と
し

て
、「
プ
ラ
チ
ナ
構

想
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

か
ら
プ
ラ
チ
ナ
自
治

体
と
し
て
認
定
を
受

け
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
10
年

間
、
市
民
の
皆
様
一

人
ひ
と
り
が
光
輝
く

プ
ラ
チ
ナ
社
会
の
さ

ら
な
る
充
実
を
め
ざ

し
ま
す
。

～
真
の
プ
ラ
チ
ナ
社
会
を
め
ざ
し
て
～

市長コラム

小宮山会長から第１回プラチナ大賞特別賞の表彰状を
受け握手する速水市長（2013年７月）

雲南市教育フェスタ 2014 ＆
うんなん読書フェスティバル開催

　雲南市教育委員会は、三刀屋中学校をメイン会場に、「雲南市
教育フェスタ2014」を開催しました。
　「“ つなぐ ” キャリア教育の推進と土曜日の充実」をテーマに、
２日間にわたって基調講演や熟議が行われ、教育関係者、ＰＴＡ、

読書フェスティバル会場の様子

教育フェスタ part.1 基調講演の様子

４/13
11/8
 ～ 9

学生など約700人が参加しま
した。
　また、９日、同会場では、平成26年度しまね子ども読書フェス
ティバル委託事業により、「うんなん読書フェスティバル」を開
催しました。
　会場では、わらべうたや絵本づくり、読み聞かせ、ブックカフェ
などの催しがあり、家族連れで賑わいました。
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認知症になっても
　　　　安心して暮らせる雲南市

認知症で徘徊している人を見かけたら…

　認知症の人は、強い不安を感じています。急に近づいたり、大声で声をかけたり、急がせた
りすると、本人を驚かせてしまいます。
　まずは優しく「こんにちは」とあいさつをして、顔見知りの人であれば、お茶でも飲んで休
憩するよう勧め、その間にご家族に連絡をしてください。
　見知らない人であれば、あいさつをした後で「お出かけですか？」「何かお手伝いをしましょ
うか？」「一休みされませんか？」など声をかけ、様子がおかしいと思ったら警察や地域包括
支援センターにご相談ください。

認知症の方を介護しているご家族にも地域の温かいご支援を…

　24時間介護をされているご家族の苦労は並大抵ではありません。
　介護者の方の話を聴いたり、地域行事の負担軽減等について配慮したり、同じ地域に住む私
たちにできる支援はたくさんあると思います。
　介護者の方が１人で頑張り過ぎないように、地域の皆さんがやさしく見守ってくださること
で、認知症の方もご家族も住みなれた地域で１日でも長く安心して暮らすことができます。
　家族が認知症になった場合に、気軽に近所に相談して協力を求められるような地域をみんな
で一緒に作っていきましょう。

写真はＡコープかも店前での啓発活動

認知症徘徊ＳＯＳネットワーク模擬訓練を行いました

　11月７日加茂町内で、行方不明になった認知症の方をいち早く発見するための「認知症徘徊
ＳＯＳネットワークシステム」模擬訓練を行いました。訓練では、ネットワークの協力会員に
メールやファックスで行方不明者の情報を連絡し、会員から情報を集めるほか、音声告知放送
でも情報提供を呼びかけ、早期発見につなげる情報伝達の流れを確認しました。
　また、訓練にあわせ、「認知症の人と家族の会」や加
茂町内の加茂交流センター運営協議会、民生児童委員、
事業所職員など18人が、町内でＰＲ活動を行いました。
　認知症の方をみんなで見守る安心なまちづくりをめざ
し、一人でも多くの方がこのネットワークの協力会員に
登録いただきますようお願いいたします。
　詳しくは地域包括支援センター
　　　　　（☎0854－40－1043）へ問い合わせください。

みんなで作
ろう！
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架
か ほ

歩ちゃん（木次町山方）
平成 25年 12月５日生まれ
１歳おめでとう。
いつも笑顔いっぱいの架歩ちゃん。
これからもキラキラ輝こうね。

小
田
川
誠
治
さ
ん
・
佳
奈
さ
ん
の
お
子
さ
ん

翔
しょうた

大ちゃん（三刀屋町三刀屋）
平成 25年 12月 10日生まれ
いつも笑顔が素敵な翔ちゃん  １歳の
誕生日おめでとう  これからも元気
で笑顔いっぱいの翔ちゃんでいてね

藤
原
賢
一
さ
ん
・
有
香
さ
ん
の
お
子
さ
ん

海
かいと

翔ちゃん（木次町下熊谷）
平成 25年 12月３日生まれ
日に日に悪ガキ度が増す海ちゃん
健康第一
大きくなってね

柳
原
伸
哉
さ
ん
・
優
花
さ
ん
の
お
子
さ
ん

颯
はやと

人ちゃん（大東町大東）
平成 25年 12月８日生まれ
お誕生日おめでとう  にこにこ笑
顔のはやと君が大好きです  元気
いっぱい、すくすく大きくなあれ

石
原
興
一
さ
ん
・
里
枝
さ
ん
の
お
子
さ
ん

旺
おうすけ

亮ちゃん（大東町大東）
平成 25年 12月 29日生まれ
おうちゃん１歳おめでとう
お姉ちゃんに負けないようにたくま
しく育ってね

森
脇
裕
太
さ
ん
・
美
和
さ
ん
の
お
子
さ
ん

和
かずま

真ちゃん（加茂町加茂中）
平成 25年 12月７日生まれ
和真君、１歳おめでとう
これからもすくすく元気に育ってね
和真君、大好き

多
々
納
啓
志
さ
ん
・
咲
さ
ん
の
お
子
さ
ん

日
ひなた

向ちゃん（木次町里方）
平成 25年 12月 10日生まれ
ひなちゃん誕生日おめでとう
日向の笑顔で皆幸せになれるよ
元気に大きくなぁれ

若
槻
　満
さ
ん
・
千
春
さ
ん
の
お
子
さ
ん

六
りっか

花ちゃん（三刀屋町給下）
平成 25年 12月 14日生まれ
りったん１歳おめでとう
お兄ちゃん達にもまれて大変だけど
のびのび育ってね (^ω ^)

山
根
敬
司
さ
ん
・
真
希
さ
ん
の
お
子
さ
ん

りまちゃん（加茂町三代）
平成 25年 12月 16日生まれ
お父さんそっくりなりまちゃん。
笑顔がステキだよ  生まれてきて
くれて本当にありがとう。

舟
越
隆
博
さ
ん
・
貴
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

京
きょうすけ

祐ちゃん（三刀屋町三刀屋）
平成 25年 12月 25日生まれ
京ちゃん１歳おめでとう。
兄弟仲良く、元気にたくましく大き
くなってね

新
田
将
也
さ
ん
・
三
紀
子
さ
ん
の
お
子
さ
ん

わが家のわが家のわが家の
おめでとうおめでとう

12月で満１歳満１歳満１歳

１月で満１歳（平成26年
１月生まれ）のお子さん
を募集！
詳しくは、お知らせＰ28に
記載しています

わが家のわが家のわが家の

 陽
ひなた

ちゃん（大東町上佐世）
平成 25年 12月 25日生まれ
お兄ちゃんたちと仲良く大きくなっ
てね

森
山
　剛
さ
ん
・
絵
理
さ
ん
の
お
子
さ
ん
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雲
南
病
院
だ
よ
り

　インフルエンザが流行する季節となりました。
　インフルエンザの特徴、感染予防対策、予防接種など、
感染の拡大を防ぐための情報をまとめましたので、ご一
読ください。

インフルエンザは、例年冬に流行します！
流行に備え、万全の対策をしましょう ！！

◦かぜとは全く異なる、感染力の強いイン
フルエンザウイルスによって引き起こさ
れる感染症です。

◦年間を通じて発生する可能性はあります
が、特に、市中に流行する冬期には厳重
な対策が必要となります。

◦Ａ型・Ｂ型・Ｃ型の３種類に分類されま
す。

◦流行が起こるのは、Ａ型とＢ型のインフ
ルエンザで、通常Ｃ型は流行しません。

◦潜伏期間は１～４日（平均２日）です。

◦症状はかぜ症状のみから、高熱や関節痛
を伴う全身症状まで様々です。

◦発症期間は１週間程度（２～８日）で改
善しますが、虚弱感や倦怠感が数週間続
く人もいます。

◦危険度の高い合併症を誘発します。

インフルエンザとは

どうやってうつるの？ かぜとインフルエンザの症状の違い
飛沫感染（ひまつかんせん）
　咳・くしゃみ・会話など
でウイルスを含む唾液や痰

たん

などが飛
しぶき

沫となって空中に
飛び、これを吸引して感染
します。

接触感染（せっしょくかんせん）
　ウイルスが付着したとこ
ろを触った手指で鼻や目を
擦ったり、その手でつかん
だものを食べたりすること
で感染します。

か　ぜ インフルエンザ
症状の現れ方 局所（のど・鼻） 全　身
進　行 ゆるやか 急　激
発　熱 発熱はない

あっても37～38℃ 40℃前後
鼻　水 ひき始めに出る 後から続く
咳

軽　い 強　い頭・関節
筋肉痛
寒　気
合併症 少ない

（中耳炎 ･副鼻腔炎）
肺炎 ･気管支炎など
危険な合併症

発生状況 散発性 流行性
※　一般的なものであり、すべての場合に該当するとは限りません。
　　ワクチン接種をした場合など、症状が出にくいこともあります。

【発症する合併症の例】
　咽頭炎・気管支炎・肺炎・リンパ節炎
　中耳炎・結膜炎など

高齢者の合併症として
特に肺炎は深刻です。

A型インフルエンザの
透過電子顕微鏡写真
画像出典：
　CDCホームページ　http://phil.cdc.gov/phil/details.asp
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インフルエンザにかからないために

疑ったらまず受診を ひろげるな！ インフルエンザ
ひろげよう！ 咳エチケット▪インフルエンザにかかったかなと思ったら医療機

関で受診してください。
▪インフルエンザの検査では検査を受けるタイミン
グが早すぎると正確な結果が出ません。発熱後６
～12時間以上経過してから受けるのが良いとさ
れています。
▪検査は20分程度で結果が出ます。
▪医療機関を受診する際は必ずマスクを着用してき
てください。
▪発症してから48時間以内であれば、抗インフル
エンザ薬で症状の長期化や悪化を防ぐことができ
ます。

マスクをせずに咳やくしゃみをするとウ
イルスが２～３ｍ飛ぶと言われていま
す。そこで必要なことが咳エチケット。
①咳・くしゃみの際にはティッシュなど
で口と鼻を押さえ、周りのひとから顔
をそむけましょう。
②使用後のティッシュは、すぐにフタ付
きのゴミ箱に捨てましょう。
③症状のある人はマスクを正しく着用
し、感染防止に努めましょう。

①外出後の手洗いとうがい 　�
◦感染症予防の基本である手洗いは、手指に付着したイン
フルエンザウイルスを物理的に除去するため有効です。
◦流水と石けんで手のひら ･手の甲 ･指の間 ･親指 ･指
先 ･手首など洗い残しが無いように意識して洗いましょ
う。
◦手指消毒用アルコールの使用も効果的です。

②人混みを避ける 　�
◦人が密着しやすい所ほどウイルスを他人からうつされる
可能性があります。
◦なるべく人の混雑を避けるようにしましょう。

③マスクを着用する 　�
◦マスクは鼻や口へのウイルスの侵入を防止する役目があ
ります。
◦ただし鼻と口をしっかり覆っていないと効果は期待でき
ません。
◦また乾燥した空気から喉を守り、保温 ･加湿するはたら
きもあります。
◦市販のマスクはサージカルマスクと明記されている不織
布タイプのものを選ぶと良いでしょう。
◦マスクは何日も繰り返して使用したりせず、使い捨てに
しましょう。

④栄養と休養を十分にとる 　�
◦寝不足や疲れなどで体力 ･免疫力が低下していると、イ
ンフルエンザだけでなくかぜなどにもかかりやすくなり
ます。
◦体力が衰え抵抗力をなくさないように十分な栄養と休養
をとるように心がけましょう。

⑤適度な湿度・温度を保つ 　�
◦インフルエンザは夏期よりも寒くて空気が乾燥する冬期
に流行することからもわかるように、インフルエンザウ
イルスの感染には温度や湿度と深い関係があります。
◦温度に関しては現代の家は、良質な断熱材や暖房設備な
どにより冬でも暖かく過ごせるので湿度に注意すればよ
いと思います。
◦加湿器などで湿度をインフルエンザウイルスの生存率が
下がる50％～60％を目安にコントロールするのが良い
とされています。

日常生活での予防
ワクチンの接種

ワクチンの接種時期

　インフルエンザによる重篤な合併症や死亡を予防
し、健康被害を最小限にする効果があります。

ワクチン　　　接種

インフルエンザの流行

流行が始まる前の10月上旬～12月中旬には接種する
ことが望ましい。

← インフルエンザの流行期間 →

ワクチンの有効期間

軽　症 重症化の
恐れ

接種時期

かかる かかるかからない かからない

受
け
な
い

受
け
る

10月 11月 12月 １月 ２月 ３月

インフルエンザの予防には
ワクチンが最も有効。

効果持続期間は最短２週
間後から５ヵ月程度です。
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ど
の
よ
う
な
場
合
に
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
に
入
院
と

な
る
の
か
？

　
対
象
と
な
る
患
者
さ
ん
は
、
入

院
治
療
に
よ
り
症
状
が
改
善
・
安

定
し
た
後
、
在
宅
あ
る
い
は
介
護

施
設
な
ど
に
退
院
予
定
で
、
し
ば

ら
く
経
過
観
察
や
退
院
後
の
療
養

準
備
が
必
要
な
方
で
す
。

　
主
治
医
が
判
断
し
、
患
者
さ
ん

及
び
ご
家
族
に
相
談
し
た
上
で
、

急
性
期
病
棟
よ
り
転
棟
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

入
院
期
間
に
つ
い
て

　
入
院
期
間
は
、病
状
回
復
状
況
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
調
整
状
況
に
応
じ

て
異
な
り
ま
す
が
、
60
日
が
限
度

と
な
り
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
の
診
療
報
酬
改
定

で
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を

支
え
る
病
院
の
機
能
と
し
て
、
急

性
期
医
療
と
そ
の
後
の
亜
急
性
期

医
療
を
充
実
さ
せ
る
目
的
で
地
域

包
括
ケ
ア
病
棟
が
新
設
さ
れ
ま
し

た
。

　
当
院
も
、
９
月
１
日
よ
り
４
階

西
病
棟
（
43
床
）
を
地
域
包
括
ケ

ア
病
棟
と
し
て
運
用
を
開
始
し
ま

し
た
。

　
こ
こ
で
は
病
棟
の
紹
介
と
運
用

状
況
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
と
は

　
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
と
は
、
手

術
や
検
査
・
治
療
な
ど
の
急
性
期

医
療
が
終
了
し
た
後
、
す
ぐ
に
在

宅
や
施
設
へ
退
院
す
る
に
は
不
安

の
あ
る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
し
ば

ら
く
入
院
療
養
を
継
続
し
、
在
宅

復
帰
に
向
け
て
の
「
準
備
を
整
え

る
」
た
め
の
病
棟
で
す
。

　
生
活
の
場
で
あ
る
自
宅
や
施
設

へ
の
退
院
準
備
を
整
え
、
安
心
し

て
地
域
へ
戻
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
手
助
け
し
ま
す
。

　
在
宅
復
帰
支
援
計
画
に
基
づ

き
、
主
治
医
、
看
護
師
、
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
タ
ッ
フ
、
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
等
が
連
携

し
て
、
効
率
的
に
ス
ム
ー
ズ
な
在

宅
復
帰
に
向
け
た
準
備
、
相
談
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

入
院
費
「
地
域
包
括
ケ
ア

病
棟
入
院
料
」
に
つ
い
て

　
計
算
方
法
は
通
常
の
出
来
高
に

応
じ
た
計
算
と
異
な
り
定
額
で
、

投
薬
料
、
注
射
料
、
手
術
料
、
処

置
料
、
検
査
料
な
ど
ほ
と
ん
ど
の

費
用
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。（
食

費
、
病
衣
代
、
一
部
投
薬
料
等
は

含
ま
れ
ま
せ
ん
）

「
在
宅
復
帰
率
」
に
つ
い
て

　
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
の
要
件
の

一
つ
と
し
て
、
在
宅
復
帰
率
（
退

院
患
者
の
う
ち
自
宅
ま
た
は
在
宅

相
当
の
施
設
へ
退
院
し
た
患
者
の

割
合
）
が
７
割
以
上
を
満
た
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　
当
病
棟
の
９
月
・
10
月
の
実
績

は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

在
宅
復
帰
率

９
月

91.8
％

10
月

92.9
％

参
考
：
過
去
６
ヵ
月

84.5
％

　
今
後
も
、
皆
さ
ま
が
住
み
慣
れ

た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同

精
一
杯
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
い
き
ま

す
。

地域
包括ケア病棟について

地域包括ケア病棟のイメージ
雲南市立病院

他院の急性期から
症状が安定した方

在宅

施設等

在宅

施設等
急性期から症状が安定した方

２階、３階西、３階東病棟 ４階西病棟

急性期病棟 地域包括ケア病棟

転棟

入院

入院

転院

退院

退院

▲地域包括ケア病棟のスタッフ
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１２月 ・ １月の開催日 ：

　１２月１２日 （金） ・ ２６日 （金）

　　１月１６日 （金） ・ ３０日 （金）

病気についての不安を抱える患者さま・ご家族の交流の場であり
情報交換・学習の場です。参加費等は必要ありません。

どなたでも自由に参加できるサロンです。
問い合わせは…雲南市立病院　保健推進課　電話 0854-43-3602

展示
コーナ

ーのご紹介

雲南人権センター 教養文化教室 パッチワーク教室

内
うちだ

田　重
しげこ

子さま

吉
きっかわ

川　清
きよえ

恵さま

小
こい け

池　千
ち え こ

枝子さま

大
おお た

田　幸
さちこ

子さま堀
ほり え

江　あつ子
こ
さま

錦
にしこおり

織　暉
てる こ

子さま

舟
ふな き

木　幸
さちこ

子さま 川
かわしま

島　康
やすこ

子さま
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このコーナーでは、健康づくりに役立つ

情報や身体教育医学研究所うんなんの活

動についてお知らせします！

88

　毎
年
、
研
究
所
で
は
、
職
場
体
験
の
学

生
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の

職
場
体
験
は
、
地
域
に
出
か
け
て
„
か
ら

だ
を
動
か
す
こ
と
の
大
切
さ
＂
を
、
所
員

と
一
緒
に
伝
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　中
学
生
に
は
、
検
診
会
場
や
商
店
街
で

チ
ラ
シ
配
布
を
手
伝
っ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
三
刀
屋
中
学
校
の
柳
や
な
ぎ

田だ 

翔か
け
る
く
ん
は

「
チ
ラ
シ
配
り
は
と
て
も
大
変
だ
っ
た
が
、

手
渡
す
と
お
年
寄
り
さ
ん
か
ら
優
し
く
声

を
か
け
て
も
ら
い
、
嫌
な
顔
せ
ず
笑
顔
で

受
け
取
っ
て
も
ら
う
な
ど
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
の
が
印
象
に
残
っ
た
」
と
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。
木
次
中
学
校
の
大お
お

森も
り

雄ゆ
う

介す
け

く
ん
は
、「
自
分
が
思
っ
て
い
た
よ
り
も
、

お
年
寄
り
さ
ん
と
関
わ
る
機
会
が
た
く
さ

ん
あ
り
、
や
り
が
い
が
あ
っ
た
。
自
分
も

こ
れ
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
の
役
に
立
ち
た

い
」
と
感
想
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　三
刀
屋
高

校
生
の
職
場

体
験
で
は
、

多
根
地
区
で

の
ポ
ス
タ
ー

掲
示
や
須す

賀が

延え
ん

寿じ
ゅ

会か
い

さ
ん

の
運
動
教
室

へ
出
か
け
ま

し
た
。
陶す

山や
ま

裕ゆ

可か

里り

さ
ん
は
、「
お
年
寄

り
さ
ん
な
ど
た
く
さ
ん
の
方
と
の
触
れ
合

い
が
あ
り
、一
緒
に
か
ら
だ
を
動
か
し
て
、

地
域
の
健
康
を
そ
ば
で
支
え
る
仕
事
が
経

験
で
き
た
」
と
語
り
、板い
た

倉く
ら

知ち

香か

さ
ん
は
、

「
地
域
で
の
触
れ
合
い
を
通
じ
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
あ
り
方
を
考
え
実
践
す

る
難
し
さ
を
実
感
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
高
校
生
二
人
は
、「
地
域
の
課

題
や
自
分
自
身
に
つ
い
て
考
え
る
機
会
に

な
り
、
今
後
の
進
路
に
活
か
し
て
い
き
た

い
」
と
感
想

を
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　今
回
の
職

場
体
験
を
学

生
さ
ん
の
進

路
選
択
に
役

立
て
て
い
た

だ
く
と
と
も

に
、
研
究
所

に
と
っ
て
も
、
日
頃
の
活
動
を
振
り
返
る

よ
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
身
体
教
育
医
学
研
究
所
う
ん
な
ん

�

☎
０
８
５
４
―

45
―

０
３
０
０

学
生
が
職
場
体
験
に
来
て
く
れ
ま
し
た
！

　先月は僕の誕生日でした。
韓国でも誕生日にはケーキ
を食べますが、誕生日の朝、
必ず食べるものがあります。

それは「ミヨッグック（わかめのスープ）」です。
韓国では、産後回復のために３週間ほど毎日わかめ
スープを飲みます。それで誕生日には、何歳になっ
ても母親が作ったわかめスー
プを飲むのが習慣です。ただ
し誕生日だとしても、重要な
試験が控えている時は飲みま
せん。わかめ＝滑るをイメー
ジさせるからです。

　また、韓国では「誕生日の朝」が重要です。両
親の誕生日には、朝一番に電話を入れます。僕の

妻は日本人な
ので、出勤前
に電話をする
というスタイ
ルが身につか
ず、いつも夜思い出してはひぇぇと倒れこみ、怖々
電話をしていました。（そんな時は母の電話の出方
がいつもより少し怖いそうです。僕はもちろん朝
さっさと電話します。）

　さて、最近は出産後は産後調理院（サヌチョリウォ
ン）という施設に１～２週間入るのが一般的です。
少し前に、日本の女優さんが利用して話題になりま
したが、赤ちゃんにミルクをあげること以外は全て
施設がやってくれます。ヨガ教室サービスや美肌管
理サービスなどもあり、至れり尽くせり。産後のむ
くみに良く効くとされている「鯉

こい
煮込みスープ」な

ども提供されます。もちろん費用はものすごく高い
ですよ。ピンきりですが、一週間で３万～60万円
ほどです。

うん、なんでしょう
国際交流員（CIR）の迷言コーナー

（ちょっと一息）
こんにちは、李

イ
在
ジェ
鎭
ジン
です。

三刀屋のみなさんと
（前列右から１、２番目）

須賀延寿会のみなさんと
（前列右から３、４番目）

▲わかめスープ

▲産後調理院のヨガ教室

information

二
種
混
合
予
防
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う

　
健
康
推
進
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
４
５

　
ジ
フ
テ
リ
ア
・
破
傷
風
（
二
種

混
合
）
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　
接
種
期
間
は
３
月
末
ま
で
で
す

が
、
ま
だ
接
種
を
受
け
て
お
ら
れ

な
い
方
は
な
る
べ
く
早
め
に
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

　
小
学
６
年
生（
平
成
14
年
４
月
２

日
～
平
成
15
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

information

　
健
康
推
進
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
４
５

　
麻
し
ん
・
風
し
ん(

Ｍ
Ｒ
混
合
）

２
期
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　
接
種
期
間
は
３
月
末
ま
で
で
す

が
、
ま
だ
接
種
を
受
け
て
お
ら
れ

な
い
方
は
な
る
べ
く
早
め
に
接
種

を
受
け
ま
し
ょ
う
。

【
対
象
者
】

　
５
歳
以
上
７
歳
未
満
の
方
で
小

学
校
就
学
前
１
年
間
の
方
（
平
成

20
年
４
月
２
日
～
平
成
21
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）

【
接
種
方
法
】

　
市
内
医
療
機
関
に
各
自
で
予
約

後
、
接
種
を
受
け
る

【
当
日
の
持
参
品
】

麻
し
ん
風
し
ん
予
防

接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

私たちは、雲南市のまちづくりを応援しています。

【
接
種
方
法
】

　
市
内
医
療
機
関
に
各
自
で
予
約

後
、
接
種
を
受
け
る

【
当
日
の
持
参
品
】

　
母
子
健
康
手
帳
、
ジ
フ
テ
リ
ア

・
破
傷
風
（
二
種
混
合
）
予
診
票

※ 

二
種
混
合
予
防
接
種
は
三
種
混

合
１
期
ま
た
は
四
種
混
合
１
期

の
予
防
接
種
が
規
定
通
り
に
終

了
し
て
い
な
い
と
効
果
が
期
待

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
母
子
健
康
手
帳
で
確
認
く

だ
さ
い
。

■
保
育
所

　
子
育
て
支
援
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
４
４

　
保
育
所
で
の
保
育
は
、
入
所
基

準
に
基
づ
き
保
育
の
必
要
性
が
認

め
ら
れ
た
場
合
に
行
い
ま
す
。
入

所
基
準
や
保
育
所
の
受
け
入
れ
対

象
年
齢
、
保
育
時
間
な
ど
、
詳
し

く
は
保
育
所
管
轄
の
総
合
セ
ン

タ
ー
保
健
福
祉
課
ま
た
は
子
育
て

支
援
課
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ

い
。

　
な
お
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

新
制
度
に
伴
い
、
３
つ
の
認
定
区

分
（
１
号

：

３
歳
以
上
児
童
幼
稚

園
、
２
号

：

３
歳
以
上
児
童
保
育

所
、
３
号

：

３
歳
未
満
児
童
保
育

所
）
が
設
け
ら
れ
、
保
育
所
利
用

申
込
み
と
同
時
に
、
こ
の
認
定
申

請
の
手
続
き
が
必
要
と
な
り
、
申

込
書
類
等
の
様
式
が
変
更
と
な
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、
市
外
の
保
育
所
へ
の
入

所
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支
援
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
入
所
の
基
準
】

①
就
労
②
妊
娠
・
出
産
③
保
護
者

information

平
成
27
年
度
保
育
所・

幼
稚
園
に
入
所・入
園

す
る
児
童
を
募
集
し
ま
す

　
母
子
健
康
手
帳
、
麻
し
ん
・
風

し
ん(

Ｍ
Ｒ
混
合
）
２
期
予
診
票

広　告　枠
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あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　
雲
南
市
及
び
市
関
係
施
設
に
次

の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◎
加
茂
図
書
館

　
図
書

　
岡お

か

　
　
信の

ぶ

子こ

さ
ん

（
東
京
都
新
宿
区
）

◎
ふ
る
さ
と
納
税

　
湯ゆ

浅あ
さ

憲け
ん

二じ

さ
ん
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）

　
竹た

け
し
た下

　
賢

ま
さ
る

さ
ん（
大
阪
府
和
泉
市
）

　
宮み

や
ざ
こ廻

直な
お
ゆ
き幸

さ
ん（
兵
庫
県
神
戸
市
）

表彰
状

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

◎
秋
の
叙
勲

　
旭
日
中
綬
章

　
議
案
審
議
功
労
に
よ
り

　
景か

げ
や
ま山

俊し
ゅ
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん
（
掛
合
町
）

　
旭
日
小
綬
章

　
地
方
自
治
功
労
・
警
察
功
労
に

よ
り

　
上じ

ょ
う
だ
い代

　
義よ

し
ろ
う郎

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

　
旭
日
双
光
章

　
地
方
自
治
功
労
に
よ
り

　
岩い

わ

田た

　
●た

か
と
み福

さ
ん
（
吉
田
町
）

　
旭
日
単
光
章

　
生
活
衛
生
功
労
に
よ
り

　
宍し

ん

道じ

　
　
●

す
す
む

さ
ん
（
大
東
町
）

　
瑞
宝
単
光
章

　
消
防
功
労
に
よ
り

　
白し

ら
つ
き築

　
　
進

す
す
む

さ
ん
（
吉
田
町
）

◎
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

　
瑞
宝
単
光
章

　
防
衛
功
労
に
よ
り

　
江え

角す
み

　
正ま

さ

美み

さ
ん（
三
刀
屋
町
）

◎
叙
位
叙
勲
受
章

　
従
六
位
　
瑞
宝
双
光
章

　
教
育
功
労
に
よ
り

　
故 

木き

村む
ら 

　
融と

ほ
る

さ
ん（
木
次
町
）



【問い合わせ】市外局番はいずれも（0854）です。
総合センター保健福祉課 保　育　所

大　東　☎43－6142
・大東保育園　　　　☎43－6132
・かもめ保育園　　　☎43－3010
・あおぞら保育園　　☎43－3129

加　茂　☎49－8612 ・加茂保育所　☎49－6760（加茂幼児園）・たちばら保育園　　☎49－8122

木　次　☎40－1083
・木次保育所　☎42－2341（木次こども園）
・斐伊保育所　　　　☎42－1008
・四ツ葉学園保育所　☎42－0616

三刀屋　☎45－9501 ・三刀屋保育所　　　☎45－2651
吉　田　☎74－0215 ・吉田保育所　　　　☎74－0330・田井保育所　　　　☎75－0201
掛　合　☎62－0056 ・掛合保育所　　　　☎62－9900

の
疾
病
・
障
が
い
④
親
族
の
介
護

・
看
護
⑤
求
職
活
動
⑥
就
学
な
ど

※ 
「
就
労
」
と
は
、
お
お
む
ね
週

に
３
（
４
）
日
以
上
の
勤
務
で
、

1
日
の
労
働
時
間
が
４
（
３
）

時
間
以
上
（
1
ヵ
月
当
た
り
48

時
間
以
上
）
で
あ
る
こ
と
を
い

い
ま
す
。

【
申
込
方
法
】

　
新
規
に
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
総
合
セ
ン
タ
ー
保
健
福
祉
課

ま
た
は
子
育
て
支
援
課
に
備
え
付

け
の
保
育
所
入
所
申
込
み
等
の
申

請
書
類
及
び
就
労
証
明
書
等
の
必

要
書
類
を
保
育
所
管
轄
の
総
合
セ

ン
タ
ー
保
健
福
祉
課
（
下
表
の
と

お
り
）
ま
た
は
子
育
て
支
援
課
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
保
育
所
で

の
入
所
等
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
雲
南
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
子
育
て
支
援
課
）
か
ら
様
式
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　
平
成
27
年
度
中
に
産
後
休
暇
・

育
児
休
業
が
終
了
し
、
た
だ
ち
に

職
場
復
帰
さ
れ
る
方
で
年
度
途
中

か
ら
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
も
入

所
予
約
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

の
で
、
前
述
同
様
の
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
入
所
中
の
児
童
の

保
護
者
の
方
で
来
年
度
も
引
き
続

き
入
所
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保

育
所
を
通
じ
て
保
育
所
入
所
申
込

み
等
の
申
請
書
類
を
お
渡
し
し
ま

す
の
で
保
育
所
管
轄
の
総
合
セ
ン

タ
ー
保
健
福
祉
課
ま
た
は
保
育
所

へ
必
要
書
類
を
添
え
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

【
受
付
期
間
】

　
12
月
1
日
（
月
）
～

　
　
　
12
月
24
日
（
水
）
必
着

【
保
育
料
等
】

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
伴
い
、
保
育
料
算
定
の
基
礎
と

な
る
額
が
、
こ
れ
ま
で
の
児
童
の

属
す
る
世
帯
の
所
得
税
額
か
ら
市

民
税
額
に
変
更
と
な
る
こ
と
な
ど

か
ら
、現
時
点
で
は
未
定
で
す
が
、

国
の
基
準
が
示
さ
れ
次
第
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

　（
参
考

：

平
成
26
年
度
保
育
料

基
準
額
に
つ
い
て
は
、
３
、６
０

０
円
～
５
２
、０
０
０
円
で
す
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
な
お
、
申
請
に
よ
り
年
度
を
通

じ
て
全
て
の
土
曜
日
を
休
所
さ
れ

る
場
合
の
保
育
料
減
免
や
、
第
３

子
以
降
保
育
料
軽
減
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
実
施
す
る

こ
と
に
し
て
お
り
ま
す
。

【問い合わせ】市外局番はいずれも（０８５４）です。
（木次こども園は認定こども園です。）

大東幼稚園 ☎43－2710 斐 伊幼稚園 ☎42－2130
西 幼 稚 園 ☎43－6005 寺 領幼稚園 ☎42－0870
佐 世幼稚園 ☎43－2817 西日登幼稚園 ☎42－0875
海 潮幼稚園 ☎43－2298 三刀屋幼稚園 ☎45－2168
加 茂幼稚園 ☎49－6761 飯 石幼稚園 ※
木次こども園 ☎42－2173 鍋 山幼稚園 ☎45－3762
※　飯石幼稚園については、学校教育課（☎40－1072）へ問い合わ
　　せください。

■
幼
稚
園

　
学
校
教
育
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
７
２

　
平
成
27
年
４
月
に
市
内
の
幼
稚

園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
を
利
用
す

る
幼
児
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま

す
。

　
教
育
委
員
会
学
校
教
育
課
、
各

幼
稚
園
及
び
認
定
こ
ど
も
園
に
、

支
給
認
定
申
請
兼
利
用
申
込
書
が

あ
り
ま
す
の
で
、
印
鑑
を
ご
持
参

の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
利
用
申
込
対
象
】

　
次
の
該
当
期
間
に
出
生
し
た
幼
児

◦
５
歳
児

　
平
成
21
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　
平
成
22
年
４
月
１
日

◦
４
歳
児

　
平
成
22
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　
平
成
23
年
４
月
１
日

◦
３
歳
児

　
平
成
23
年
４
月
２
日
～

　
　
　
　
　
平
成
24
年
４
月
１
日

【
保
育
料
】

　
年
額
６
２
、４
０
０
円

　
　
　   

（
月
額
５
、２
０
０
円
）

※ 

保
育
料
の
ほ
か
に
、
給
食
費
な

ど
が
必
要
で
す
。

※ 

平
成
27
年
４
月
か
ら
始
ま
る

「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制

度
」
に
伴
い
、
保
育
料
額
の
改

定
を
行
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

正
式
な
保
育
料
額
は
後
日
決
定

通
知
に
よ
り
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

【
受
付
期
間
】

　
12
月
１
日
（
月
）
～

12
月
24
日
（
水
）
必
着

預
か
り
保
育
に
つ
い
て

◆
実
施
園

　
木
次
こ
ど
も
園

　
　
　（
一
時
預
か
り
保
育
の
み
）

　
三
刀
屋
幼
稚
園

◆
対
象
児

●
長
期
預
か
り
保
育

　
三
刀
屋
幼
稚
園
に
在
籍
す
る
５

12月25日(木)12月25日(木)

・固定資産税（第３期）
・国民健康保険料（第６期）
・後期高齢者医療保険料（第６期）

12月の税金

納期限は

歳
児

●
一
時
預
か
り
保
育

　
三
刀
屋
幼
稚
園

　
市
内
全
幼
稚
園
５
歳
児
・
４
歳

児
・
３
歳
児

　
木
次
こ
ど
も
園

　
木
次
こ
ど
も
園
に
在
籍
す
る
５

歳
児
・
４
歳
児
・
３
歳
児
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業
務
管
理
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
６
１

◆
市
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】

　
12
月
５
日
（
金
）
～
12
月
12
日

（
金
）　
午
後
５
時
締
切

【
募
集
団
地
】

　
12
月
１
日
に
雲
南
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

【
申
込
み
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
）
に
備
え
る
申

込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

う
え
、
募
集
期
間
中
に
公
社
へ
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
２-

28-

５
５
０
０

　
放
送
大
学
で
は
平
成
27
年
度
第

１
学
期
（
４
月
入
学
）
の
学
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　
放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学

ぶ
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史

・
文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広

い
分
野
を
学
べ
ま
す
。

【
出
願
期
間
】

○
第
１
回
募
集

　
２
月
28
日
ま
で

○
第
２
回
募
集

　
３
月
１
日
～
３
月
20
日
ま
で
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
島
根
学

習
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
８
５
２-

28-

５
５
０
０
）
ま
で
ご
請
求
く
だ
さ

い
。
放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

◆
大
学
説
明
会
（
出
雲
会
場
）

【
日
時
】

　
１
月
10
日
（
土
）

午
後
１
時
～
午
後
２
時
30
分

【
場
所
】

　
出
雲
中
央
図
書
館
２
階
会
議
室

2121
毎月第３日曜日は 「うんなん家庭の日」です

うんなん家庭の日

社会教育課　   0854－40－1073

12月は 日

information

市
営
・
県
営
住
宅

の
入
居
者
募
集

【
選
考
方
法
】

　
選
考
会
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

◆
県
営
住
宅
空
家
入
居
者

【
募
集
期
間
】
随
時
募
集

【
募
集
団
地
】

　
上か

み
ご
お
り郡

団
地
（
掛
合
町
掛
合
）

【
申
込
み
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
（
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
）
に
備
え
る
申

込
用
紙
に
所
定
の
事
項
を
記
入
の

う
え
、
公
社
へ
直
接
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

【
選
考
方
法
】

　
先
着
順
に
よ
り
入
居
者
を
決
定

し
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
申
請
に
必
要
な
、

住
民
票
・
平
成
26
年
度
課
税
証

明
書
等
の
書
類
に
つ
い
て
は
、

公
社
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

 

◆
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅

　 

（
雲
南
管
内
）
入
居
者

　
島
根
県
定
住
促
進
賃
貸
住
宅
は

随
時
募
集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
空

き
部
屋
等
の
詳
細
は
公
社
へ
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
島
根
県
住
宅
供
給
公
社
　
雲
南

住
宅
管
理
事
務
所
（
平
日
午
前
８

時
30
分
～
午
後
７
時
ま
で
、
土
・

日
・
祝
日
は
休
み
）

　
☎
０
８
５
４-

47-

７
１
５
１

家屋を取り壊したときは速やかに届け出ましょう 【問】税務課
 ☎0854－40－1034

information

放
送
大
学
４
月
生

募
集

　平成26年中に家屋を取り壊した方は、手続きが必要です。12 月末日までに次の手続きをしてください。
※�固定資産税は、毎年賦課期日（１月１日）現在に所有している土地、家屋、償却資産が課税の対象です。
そのため、平成26年中に取り壊した家屋は来年度から課税されなくなります。

※�取り壊した家屋が住宅の場合、住宅用地に対する特例措置の適用が無くなり、翌年度の土地に係る固定資
産税が上昇することがあります。

◆登記されている家屋を取り壊した場合
　法務局で滅失登記の申請をしてください。（滅失登記が完了すると、法務局から登記された旨が市役所に
通知されますので、市役所での手続きは不要です）滅失登記についての詳細は、松江地方法務局出雲支局ま
で問い合わせください。
　12 月末日までに滅失登記の申請が間に合わない場合は、市役所税務課または各総
合センターの窓口で「家屋滅失届」を記入して提出してください。（認印をご
持参ください）届出の用紙は雲南市ホームページからもダウンロードできます。
◆未登記家屋を取り壊した場合
　市役所税務課または各総合センターの窓口で「家屋滅失届」を記入して
提出してください。（認印をご持参ください）
　届出の用紙は雲南市ホームページからもダウンロードできます。
　また、平成26年度固定資産税課税明細書に、既に取り壊した家屋が
記載されている場合は税務課までご連絡ください。
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し
ま
ね
東
部
若
者
サ

ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
雲
南
出
張
相
談
会

　
水
道
局
工
務
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

０
１
６
３

　
雲
南
市
で
は
平
成
20
年
２
月

に
「
雲
南
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
を

策
定
し
ま
し
た
。
そ
の
目
標
年
度

(

平
成
27
年
度)

を
間
近
に
控
え
、

見
直
し(

改
訂)

を
行
う
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
今
後
の
事
業
運
営
に
反
映
さ
せ

て
い
く
た
め
の
基
礎
資
料
と
す
る

た
め
、
水
道
を
利
用
す
る
皆
様
の

中
か
ら
無
作
為
に
抽
出
し
た
方
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　
調
査
表
が
ご
自
宅
に
届
い
た
方

は
、
回
答
を
記
入
し
て
指
定
の
期

日
ま
で
に
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
調
査
結
果
は
、
後
日
、

広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
無
記
名

で
あ
り
、
個
人
を
特
定
す
る
こ
と

な
く
統
計
的
に
処
理
し
、
調
査
の

目
的
以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

【
調
査
時
期
】

　
11
月
下
旬
～
12
月
下
旬

【
対
象
者
】

　
１
、０
０
０
世
帯
（
無
作
為
抽
出
）

【
調
査
方
法
】
郵
送
に
よ
る
送
付
、

information

水
道
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

税務署では年明けから所得税の
還付申告の受付が始まります

　所得税の確定申告書の提出は、毎年２月16日から
３月15日までと定められていますが、還付のための
申告書は年が明けた１月１日から税務署に提出する
ことができます。
　確定申告の期間中、会場は非常に混み合います。
必要書類が揃いましたらご自分で作成し税務署へ提
出してください。申告書用
紙は大東税務署に用意され
ています。
　詳しくは、大東税務署
（☎0854－43－2360）へお問い合わせ
ください。

【問い合わせ】税務課　☎0854－40－1034

回
収
（
同
封
の
返
信
用
封
筒
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
）

【
調
査
項
目
】

　
雲
南
市
の
水
道
事
業
に
つ
い
て

information

　
産
業
推
進
課

　
☎
０
８
５
４-

40-

１
０
５
２

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
働
く
こ
と
に

悩
み
を
抱
え
る
若
年
者
の
自
立
に

向
け
て
、
心
理
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

や
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

　
ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
、
保
護
者

や
ご
家
族
の
方
、
関
係
機
関
の

方
々
か
ら
の
ご
相
談
も
お
受
け
し

ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
、
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

【
日
時
・
場
所
】

　
12
月
24
日
（
水
）

一
部
　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
雲
南

二
部
　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

　
　
雲
南
市
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

　
　（
毎
月
の
第
４
水
曜
日
開
催
）

【
対
象
者
】

　
15
歳
～
概
ね
40
歳
ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】

　
し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
（
サ
ポ
ス
テ
松
江
）

　☎
０
８
５
２
‐
33
‐
７
７
１
０

　うんなん幸あり月の開始にあわせてスタートした「うんなんたまごパスポート」は、
「たまごのまち雲南」を楽しむスタンプラリー企画です。うんなんオムライスとプリン
等のたまごスイーツを食べて、巡って特製のたまごギフトをゲットしよう。
※パスポートは協力店 22店舗で手に入れることができます。

たまごグルメのスタンプラリー絶賛開催中！

　　　　　　　　　　　冬に向かうこれからの季節には鍋は欠かせません。
　　　　　　　　　　唐辛子の全国的な生産地である雲南市は、山椒やに
んにくなど唐辛子以外のスパイスの栽培も盛んです。
　寒い冬をピリリと温める「うんなんスパイス鍋」、市内18店で様々な鍋を
楽しんでいただけます。

寒い冬には、スパイス鍋！

【問い合わせ】雲南市農商工連携協議会
（事務局）雲南市産業振興センター　☎0854－40－1052、雲南市商工会　☎0854－45－2405

※

※『みんなでつくる！うんなんのほんもの』を合言葉に生産者及び商工業者等、約70団体が連携して雲南な
　らではの商品開発や販路開拓、情報発信を行っています。

協力店・登録店の詳しい情報は、雲南市ホームページに掲載していますのでご覧ください。

市報うんなん  No.121 24

国民健康保険高額療養費制度が一部改正されます 【問】市民環境生活課
　　☎0854－40－1031

○平成26年12月診療分まで（３区分）・・・（月額）
 総所得金額等 ※ ３回目まで（12ヵ月以内で） ４回目以降 認定証適用区分

上位所得者 600万円超 150,000 円＋ ( 医療費－ 500,000 円 ) ×１％ 83,400 円 Ａ
一　　　般 600万円以下 80,100 円＋ ( 医療費－ 267,000 円 ) ×１％ 44,400 円 Ｂ

住民税非課税世帯 35,400円 24,600 円 Ｃ
○平成27年１月診療分から（５区分）・・・（月額）

 総所得金額等 ※ ３回目まで（12ヵ月以内で） ４回目以降 認定証適用区分

上位所得者 901 万円超 252,600 円＋ ( 医療費－ 842,000 円 ) ×１％ 140,100 円 ア
600 万円超 901 万円以下 167,400 円＋ ( 医療費－ 558,000 円 ) ×１％   93,000 円 イ

一　　　般 210 万円超 600 万円以下 80,100 円＋ ( 医療費－ 267,000 円 ) ×１％   44,400 円 ウ
210 万円以下 57,600 円 44,400 円 エ

住民税非課税世帯 35,400 円 24,600 円 オ
※総所得金額等＝総所得金額－基礎控除（33 万円）

　70歳未満の人の高額療養費の自己負担限度額が、平成27年１月診療分から所得により３区分から５区分に見直されま
す。70歳以上75歳未満の人の自己負担額は据え置かれます。高額介護合算療養費の算定基準額なども見直されます。
　この制度改正に伴い、平成 26 年８月以降に交付されている70歳未満の人の限度額適用認定証は、有効期間が平成26年
12月末までとなっています。
　有効期間が平成26年12月までの認定証をお持ちの人には、新しい認定証（有効期間が平成27年７月末まで）を平成26
年12月に交付します。

　
島
根
県
青
少
年
家
庭
課

　
☎
０
８
５
２-

22-

６
５
２
４

　
困
難
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若
者

（
不
登
校
・
ひ
き
こ
も
り
・
ニ
ー

ト
・
貧
困
等
）
に
対
す
る
支
援
等

に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

【
講
師
】

　
湯ゆ

浅あ
さ

　
誠ま

こ
と

さ
ん

　「
年
越
し
派
遣
村
」
で
村
長
や
、

内
閣
府
参
与
を
歴
任
。

【
日
時
】

　
12
月
６
日(

土)

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

　（
開
場
　
午
後
１
時
）

【
場
所
】

　
ビ
ッ
グ
ハ
ー
ト
出
雲
「
白
の

ホ
ー
ル
」

【
そ
の
他
】

　
入
場
無
料
で
す
が
、
事
前
に
申

込
が
必
要
で
す
。

　
人
権
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４
‐
42
‐
１
７
６
７

　
出
雲
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
と

松
江
地
方
法
務
局
出
雲
支
局
で
は

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
の

開
設
を
し
ま
す
。

　
毎
日
の
生
活
の
中
で
、
悩
み
事

や
困
り
ご
と
を
お
持
ち
で
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？
相
談
は
無
料
で
、
秘

密
は
守
ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
大
東
町
】

　
開
設
日

：

12
月
３
日
（
水
）

　
時
間

：

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
場
所

：

大
東
総
合
セ
ン
タ
ー

【
加
茂
町
】

　
開
設
日

：

12
月
４
日
（
木
）

　
時
間

：

午
前
９
時
～
正
午

　
場
所

：

加
茂
総
合
セ
ン
タ
ー

【
木
次
町
】

　
開
設
日

：

12
月
６
日
（
土
）

　
時
間

：

午
後
１
時
～
午
後
４
時

　
場
所

：

チ
ェ
リ
ヴ
ァ
ホ
ー
ル

【
三
刀
屋
町
】

　
開
設
日

：

12
月
５
日
（
金
）

information

information

島
根
県
子
ど
も
・
若

者
支
援
特
別
講
演
会

特
設
人
権
相
談
所

の
開
設

　

人
権
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
８
５
４
‐
42
‐
１
７
６
７

　

12
月
４
日
か
ら
10
日
は
「
人
権

週
間
」
で
す
。

　
１
９
４
８
年
12
月
10
日
に
、
国

際
連
合
に
お
い
て
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し

information

人
権
週
間

て
、
日
本
で
は
12
月
10
日
ま
で
の

７
日
間
を
毎
年
「
人
権
週
間
」
と

定
め
て
い
ま
す
。

　
お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
合
う

社
会
の
実
現
に
向
け
て
、
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

　
時
間

：

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
場
所

：

三
刀
屋
交
流
セ
ン
タ
ー

【
吉
田
町
】

　
開
設
日

：

12
月
４
日
（
木
）

　
時
間

：

午
前
10
時
～
午
後
１
時

　
場
所

：

吉
田
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
掛
合
町
】

　
開
設
日

：

12
月
４
日
（
木
）

　
時
間

：

午
前
９
時
～
正
午

　
場
所

：
掛
合
ま
め
な
か
セ
ン
タ
ー

　

情
報
政
策
課

　
☎
０
８
５
４
‐
40
‐
１
０
１
５

　

国
が
実
施
し
て
い
る
地
デ
ジ
難

視
対
策
の
た
め
の
各
種
支
援
制
度

は
、
平
成
27
年
３
月
末
を
も
っ
て

終
了
し
ま
す
。
期
限
ま
で
に
地
デ

ジ
対
策
工
事
を
完
了
す
る
た
め
に

は
、
遅
く
と
も
本
年
12
月
中
の
申

込
み
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

　
☎
０
５
７
０-

07-

０
１
０
１

information

地
デ
ジ
難
視
対
策

の
各
種
支
援
終
了
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住民票や印鑑登録証明書に方書が記載されます 【問】市民環境生活課
　　☎0854－40－1031

平成27年2月1日から住民票・印鑑登録証明書などに方書が記載されるように
なります
雲南市では平成27年２月１日より、 住民票や印鑑登録証明書など各種証明書に方書が記載されるようになります。
※ただし、住所異動届の際に方書を登録された方に限ります。

方書とは？
かたがき

かたがき

　「方書」とはマンションやアパートの名前、部屋番号のことです。
　集合住宅の場合、同じ地番に複数の世帯が存在することになり、地番の表示だけ
では郵便物が正確にお届けできない場合があります。今回これを解消し、より正確
な住所とするために、方書を住所の一部として住民票に記載します。

方書が記載される証明書類

◎住民票の写し　　◎住民票記載事項証明書
◎印鑑登録証明書　　◎戸籍附票の写し　
◎住民基本台帳カード（顔写真付き）
◎在留カード及び特別永住者証明書　　など

※方書記載の実施前に交付された顔写真付き住民基本台帳
　カード、特別永住者証明書、在留カードなどは、有効期
　間の満了日まで引き続き使用可能です。カード裏面に方
　書の記載を希望する方は、市役所市民環境生活課または
　各総合センター自治振興課へカードをご持参ください。
　持参される方は本人または同じ世帯の方に限ります。　　　

住所と方書の表記について

今は住民票に登録していないが、「新たに方書を記載したい」、またはアパート名が変わったので、「方書を
修正したい」という方は、市役所市民環境生活課または各総合センター自治振興課へ、世帯の方または世
帯の方より委任を受けた方からの届出が必要です。

【現　行】雲南市木次町木次〇〇番地〇
　  ↓

【変更後】 雲南市木次町木次〇〇番地〇　△△アパート◇◇◇号
　　　　 雲南市木次町木次〇〇番地〇　△△団地◇棟☆号室
　　　　 雲南市木次町木次〇〇番地〇　△△様方

・届出人の本人確認書類（運転免許証など）
・届出人の印鑑（認印）
・アパート名等確認ができるもの（契約書の写しや入居決定通知など）

届出の際は、
次のものをご持参

ください

※方書の記載につきまして、住所届出の際、届書に記載されたとおりに住民票登録しておりますので、同じ
　建物にお住まいの方でも、登録の仕方によってマンション名がアルファベット表記の方や、カタカナ表記
　の方などそれぞれ違う場合があります。

政治家の寄附禁止のルールを守りましょう！
　政治家が選挙区内の人に、お金や物を贈ることは公職
選挙法で禁止されています。
　また、有権者が政治家に寄附や贈り物を求めることも
禁止されています。
　下記の項目によって処罰されると公民権停止の対象と
なりますので、寄附禁止のルールを守って、明るい選挙
を実現しましょう。
　①政治家の寄附の禁止

②政治家に対する寄附の勧誘・要求の禁止
③政治家の関係団体の寄附の禁止
④後援団体の寄附の禁止
⑤年賀状等のあいさつ状の禁止
⑥あいさつを目的とする有料広告の禁止　など
　詳しくは総務省ホームページ
　（http://www.soumu.go.jp/senkyo/
　　senkyo_s/naruhodo/）をご覧ください。

選挙管理委員会　☎ 0854-40-1090

く
ら
し
の
消
費
生
活
窓
口

く
ら
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消
費
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窓
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健
康
食

品

また
来ますね。

島根県消費者センターマスコット
キャラクターだまされないゾウくん

雲南市消費生活センター　☎0854-40-1123

高齢者の消費者トラブルが年々増加しています。

高齢者本人の居室・居宅の様子、言動や態度に変化や不審な点はないか。
●不審な契約書、請求書などの書面や、宅配業者の不在通知など
●大量の商品、カタログ、ダイレクトメール、不審な工事の形跡
●不審な電話のやり取りや生活費が不足するなど、お金に困っている様子
●預金通帳などに不審な出金の記録はないか

少しでも変化に気づいたら、高齢者本人に声をかける。
　経緯を確認し、メモしておく。
●「何か困っていませんか？」
●「業者から勧誘されていませんか？」
●「本当に必要な契約ですか？」

声かけ・確認

問い合わせ

見守り・気づき

家族や周囲の「見守り」と「気づき」で
認知症等高齢者の消費者被害を防ごう！
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　これまで、公的年金※を受給する方は児童扶養手当を受給できませんでしたが、平成26年12月以降は、年
金額が児童扶養手当額より低い方は、その差額分の児童扶養手当を受給できるようになります。
　児童扶養手当を受給するためには、市役所子育て相談室又は総合センターへの申請が必要です。

大切なお知らせです！

全部支給：41,020円
一部支給：41,010円～9,680円（所得に応じて決定されます）

2人目：5,000円、3人目以降1人につき：3,000円

今回の改正により新たに手当を受け取れる場合

平成26年12月１日から 「児童扶養手当法」の一部が改正されます

児童扶養手当を受給するためには、市役所子育て相談室への申請が必要です。
平成26年12月より前であっても、事前に申請が可能です。

新たに手当を受給するための手続き

【問い合わせ先】子育て支援課  子育て相談室　☎0854－40－1067

◆手当は申請の翌月分から支給開始となります。ただし、これまで公的年金を受給していたことにより児
　童扶養手当を受給できなかった方のうち、平成26年12月1日に支給要件を満たしている方が、平成27
　年３月までに申請した場合は、平成26年12月分の手当から受給できます。
◆平成26年12月～平成27年3月分の手当は、平成27年4月に支払われます。

支給開始日

・お子さんを養育している祖父母等が、低額の老齢年金を受給している場合
・父子家庭で、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合
・母子家庭で、離婚後に父が死亡し、お子さんが低額の遺族厚生年金のみを受給している場合　など

※ 遺族年金、障害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など

＜参考：児童扶養手当の月額＞（平成26年4月～）
■子ども1人の場合

■子ども2人以上の加算額

※受給している年金額が手当額よりも低いかどうかは、市役所へご相談ください。
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ら
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消
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生
活
窓
口
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ら
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窓
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また
来ますね。

島根県消費者センターマスコット
キャラクターだまされないゾウくん

雲南市消費生活センター　☎0854-40-1123

高齢者の消費者トラブルが年々増加しています。

高齢者本人の居室・居宅の様子、言動や態度に変化や不審な点はないか。
●不審な契約書、請求書などの書面や、宅配業者の不在通知など
●大量の商品、カタログ、ダイレクトメール、不審な工事の形跡
●不審な電話のやり取りや生活費が不足するなど、お金に困っている様子
●預金通帳などに不審な出金の記録はないか

少しでも変化に気づいたら、高齢者本人に声をかける。
　経緯を確認し、メモしておく。
●「何か困っていませんか？」
●「業者から勧誘されていませんか？」
●「本当に必要な契約ですか？」

声かけ・確認

問い合わせ

見守り・気づき

家族や周囲の「見守り」と「気づき」で
認知症等高齢者の消費者被害を防ごう！
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～軽自動車税の税率を改正します  その２　三輪・四輪編～

８月号でもお知らせしておりますように、平成27年度以降軽自動車税の税率を改正します。今回は登録日に
よって税額が変わる三輪・四輪について、特に賦課期日である 4 月 1 日前後に登録した場合を中心に課税例
をお示しします。

【課税例】～軽四輪自動車（乗用・自家用）を購入した場合～

区       分 現在の税率

→

新　　　税　　　率
新車新規登録日が
H27.3.31 までの
車両…①

新車新規登録日が
H27. ４. １以降の
車両…②　

新車新規登録日から13年
を経過した車両 （28年度
から開始・重課税率）…③

四
輪
以
上

乗
用

自家用 7,200 円 7,200 円 10,800 円 12,900 円
営業用 5,500 円 5,500 円 6,900 円 8,200 円

貨
物

自家用 4,000 円 4,000 円 5,000 円 6,000 円
営業用 3,000 円 3,000 円 3,800 円 4,500 円

三 輪 3,100 円 3,100 円 3,900 円 4,600 円
雪 上 車 2,400 円 2,400 円 3,000 円 3,600 円

（注）「新車新規登録」とは自動車車検証内の「初度検査年月」等の項目内に記載されている年月です。中古車等を購入さ
　　れる場合においても、購入日ではなく、新規登録検査時の「初度検査年月」で税率が決まりますのでお間違えのない
　　ようご注意ください。

【お詫びと訂正】
８月号でお知らせした内容のうち、消費税引き上げに伴い、段階的に自動車取得税が引下げられるとお知らせし
ました。その中で、廃止時期が誤っておりました。正しくは消費税10％引上げ時廃止でした。お詫びして訂正し
ます。

　上記以外の課税例は雲南市ホームページに掲載しています。また、個々のお車の課税額につきましては、
自動車検査証を確認の上、税務課市民税グループへお問い合わせください。

■平成14年以前に新規検査を受けた車両については重課税が適用される平成28年
　度から税率が変更となります。また、中古車で購入された場合でも、取得日で
　はなく「初度検査年月」を基に重課税率となる年度を判断します。

【問い合わせ先】税務課　☎0854－40－1034

ケース１ 平成27年３月31日に新車新規登録の車両を購入
　　平成27年度～平成39年度・・・　7,200 円（税率表①）
　　平成40年度以降  ・・・・・・・12,900 円（重課税率・税率表③）

ケース２ 平成27年４月１日に新車新規登録の車両を購入
　　平成27年度～平成40年度・・・10,800 円（税率表②）
　　平成41年度以降  ・・・・・・・12,900 円（税率表③）

ケース３ 平成14年４月に新車新規登録した車両を中古車として平成27年４月１日に購入した場合
　　平成27年度・・・・・・・・・  　7,200 円（税率表①）
　　平成28年度以降  ・・・・・・・12,900 円（税率表③）

三輪以上の軽自動車の税率表

１月で満１歳（平成26年１月生まれ）のお子さんを募集！
写真に①お子さんの名前（ふりがな）、②お子さんの誕生日、③ご両親の名前（ふりがな）、④住所、⑤電話番号、
　　　⑥コメント（40字程度）を添え、郵便またはE-Mailで12月8日(月)までに情報政策課へお送りください。
　【問】情報政策課☎0854-40-1015　

　※市ホームページにも市報うんなんを掲載します。※お送りいただく個人情報は「わが家のホープ」以外の目的には使用しません。
　※郵便物またはメールが届きましたら、情報政策課から「到着確認」の電話をかけます。投稿後、当課から電話がないときは問い合わせください。

郵送される場合のあて先
　〒 699-1392　雲南市木次町木次 1013-1
　雲南市役所情報政策課「わが家のホープ」係

E-Mail を送られる場合のあて
　jyouhouseisaku ＠ city.unnan.shimane.jp
　（タイトルは「わが家のホープ」としてください。）
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　鍋
山
小
学
校
の
児
童
を
対
象
に
、
毎
週
火

曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
後
３
時
か
ら
５
時
ま

で
、
鍋
山
交
流
セ
ン
タ
ー
で
「
鍋
山
放
課
後

こ
ど
も
教
室
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

放
課
後
教
室
に
入
っ
た
ら

　・
あ
い
さ
つ
を
す
る

　・
靴
を
そ
ろ
え
る

　・
宿
題
を
す
る

　・
仲
よ
く
遊
ぶ

な
ど
の
約
束
を
し
ま
す
。

し
ま
し
た
。

　ス
タ
ッ
フ
か
ら
も
「
道
で
会
っ
た
ら

声
を
か
け
て
く
れ
る
」「
子
ど
も
達
と

触
れ
合
え
る
の
が
楽
し
い
！
」
と
喜
ん

で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

鍋山放課後子ども教室

放
課
後

  

子
ど
も
教
室

　「お
願
い
し
ま
～
す
！
」
ニ
コ
ニ

コ
顔
の
子
ど
も
た
ち
が
、
学
校
か
ら

走
っ
て
来
ま
す
。

　一
日
平
均
15
人
の
児
童
と
ス
タ
ッ

フ
２
人
、
楽
し
く
賑
や
か
な
声
と
走

り
回
る
足
音
が
館
内
に
響
き
ま
す
。

　放
課
後
の
活
動
の
ほ
か
、
夏
季
室

外
教
室
・
ク
リ
ス
マ
ス
会
・
た
な
ば

た
飾
り
・
ふ
り
か
え
り
の
会
な
ど
の

行
事
も
あ
り
ま
す
。

　室
外
教
室
は
、三
瓶
や
奥
出
雲
町
、

飯
南
町
に
出
か
け
自
然
の
中
で
森
林

や
川
、
虫
や
草
木
に
ふ
れ
ま
し
た
。

　今
年
度
は
、
は
じ
め
て
の
活
動
と

し
て
、
み
と
や
っ
こ
祭
り
の
梅
が
香

音
頭
踊
り
に
も
参
加
し
楽
し
く
過
ご

たたらの里山再生雇用創造推進協議会　セミナー日程
　詳しくは、たたらの里山再生雇用創造推進協議会ホームページもしくは、産業推進課及びハローワーク雲
南にチラシがありますのでご覧ください。

　林業の担い手育成講座（伐倒・搬出実技講習）
　山林での作業を安全で効率的に行うため、伐倒及び木材の搬出に関する技術を受講者の技術レベルに合わ
せた指導で習得することができる講座です。
■講　師：みどり情報局島根、匹見・縄文の森協議会　　■開催日：12 月 6 日（土）　　
■開催時間：8:30 ～ 16:00　 ■講習会場：加茂町地内の市有林　　■募集人員：16 人　　
■受付時間：8:00 ～ 8:30　　■受付場所：たたらの里山再生雇用創造推進協議会

　市民参加型収集運搬システム登録者講習会
　市内の山林からバイオマスの原料となる「林地残材」を収集・搬出できるスキルを習得するため、チェー
ンソーの目立てや、造材に関する技術の習得を図ります。
■講　師：合同会社グリーンパワーうんなん、みどり情報局島根　　■開催日：12 月 7 日（日）
■開催時間：9:30 ～ 15:30　　■開催場所：たたらの里山再生雇用創造推進協議会事務所
■受付時間：9:00 ～ 9:30

　
【問い合わせ先】たたらの里山再生雇用創造推進協議会（略称：雲南市雇用創造協議会）
　　　　　    　　　雲南市加茂町南加茂1204－1　☎0854－49－6610　FAX0854－49－6642
　　　　　       　　協議会ホームページ   http : //tatara-job.jp/
                      産業推進課　☎0854－40－1052

鍋山交流センターで宿題をする子どもたち野外活動の様子
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◆育児相談
三刀屋子育て支援センター  １日㈪

9:30 ～掛合子育て支援センター 10日㈬
加茂子育て支援センター 15日㈪
木次子育て支援センター 19日㈮
◆妊婦サロン
木次子育て支援センター 19日㈮ 10:00 ～
◆離乳食教室
加茂健康福祉センタ－ 16日㈫ 9:30 ～

◆雲南市議会12月定例会
本会議（開会・議案上程・構成替え） ４日㈭ 9:30 ～

議　　場

本会議（施政方針表明・議案説明・質疑） ５日㈮ 9:30 ～
本会議（一般質問） ８日㈪～ 11日㈭ 9:30 ～
予算審査特別委員会 11日㈭ 本会議終了後
教育民生常任委員会 12日㈮ 9:30 ～
産業建設常任委員会 15日㈪ 9:30 ～
総務常任委員会 16日㈫ 9:30 ～
予算審査特別委員会 18日㈭ 9:30 ～
本会議（委員長報告・討論・採決・閉会） 19日㈮ 13:30 ～
※日程は変更する場合があります。

◆断酒会
加茂健康福祉センター  １日㈪ 18:30 ～ 20:30
田井交流センター  ４日㈭

19:00 ～ 21:00大東交流センター  ９日㈫
下熊谷交流センター 15日㈪
掛合まめなかセンター 17日㈬

◆休日がん検診（要予約）
　（子宮頸がん、乳がん）
加茂健康福祉センター  ７日㈰   9:00 ～ 11:30
雲南市勤労青少年ホーム  ７日㈰ 13:30 ～ 15:30
◆平日がん検診（要予約）
　（胃がん、肺がん）
三刀屋文化体育館アスパル  ３日㈬   9:00 ～ 11:30
大東交流センター  ３日㈬ 13:30 ～ 15:30

◆乳幼児健診

乳児健診
大東・加茂地区の方 大東健康福祉センター  ４日㈭ 13:00 ～（４か月児）

13:30 ～（10か月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 25日㈭ 13:00 ～（４か月児）

13:30 ～（10か月児）

幼児健診
大東・加茂地区の方 加茂健康福祉センター 11日㈭ 13:00 ～（１歳６か月児）

木次・三刀屋・吉田・
掛合地区の方 木次健康福祉センター 17日㈬ 13:00 ～（３歳児）

◆その他相談
認知症の人と家族の会サロン「色えんぴつ」 雲南保健所  ４日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】地域包括支援センター　☎ 40-1043
こころの健康＆もの忘れ相談 10日㈬ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
就業相談会（移動ナースバンク） ハローワーク雲南 10日㈬ 13:00 ～ 16:00【問】雲南公共職業安定所　☎ 42-0751
雲南サロン「陽だまり」 11日㈭ 10:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638
アルコールによる困りごと相談 15日㈪ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9642
交通事故巡回相談 出雲市役所 18日㈭   9:00 ～ 15:00【問】交通事故相談所　☎ 0852-22-5102
難病サロン「ひまわり」 19日㈮ 13:00 ～ 15:00【問】雲南保健所　☎ 42-9638

12月の議会　� 【問】議会事務局　☎40-1004

12月の健診・教室など　� 【問】健康推進課　☎40-1045

皆様のご協力をよろしくお願いします。
木　次　町
雲南合同庁舎 24日㈬   9:00 ～ 11:15
ＪＡ雲南本所 14:30 ～ 17:00

献血�【問】市民環境生活課　☎ 40-1031
◆雲南市障がい者支援活動
お菓子作り（クリスマス会） 奥出雲町 12日㈮ 13:30 ～ 15:30

【問】地域活動支援センター　パレット　☎ 45-0020

　【問】長寿障がい福祉課　☎ 40-1042

※内容、場所、日時の順に記載。
　市外局番は記載のないものは　いずれも 0854。 

第８回 雲南市民歳末余芸大会�
 と　き  12月７日（日）12:00開場 13:00開演
 ところ  雲南市三刀屋文化体育館　アスパル（大ホール）
 入場料  【全席自由・前売】1,000円（当日1,200円）

 ※中学生以下無料

【問】雲南市民歳末余芸大会実行委員会
 （雲南市社会福祉協議会内）　☎0854-45-9888

うんなん若者会議�
 と　き  12月７日（日）13:00 ～ 17:00
 ところ  加茂文化ホール　ラメール
� （ふれあいホール）

� 【問】政策推進課　☎0854-40-1011
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子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール
子育て支援センター
　などのスケジュール12月 図書館だより図書館だより
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イベント案内
☆おはなしチューリップたのしい絵本の会　クリスマス会　20日（土）14:00 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）
▼宇

う
江
え

佐
ざ

真
ま

理
り
「昨日のまこと、今日のうそ」▼角田光代「笹の舟で海をわたる」▼重松 清「一

人っ子同盟」▼筒井康隆「繁栄の昭和」▼中島京子「かたづの！」▼百
ひゃく

田
た

尚樹「フォルトゥ
ナの瞳」▼平岩弓枝「私

し
家
か

本
ぼん

椿
ちん

説
せつ

弓
ゆみ

張
はり

月
づき

」▼誉田哲也「歌舞伎町ダムド」▼松浦弥太郎「〈よ
りぬき〉今日もていねいに。」▼浅井建

けん
爾
じ

「50歳からの「青春18きっぷ」の旅」▼若松
亜紀「もう怒らない子育て」▼橋口真樹子「子どものお片づけ」▼渡

わた
邉
なべ

 格
いたる

「田舎のパン
屋が見つけた「腐る経済」」▼沖 幸

さち
子
こ

「毎日が輝く、ものと私の“いい関係”」▼松下純
子「型紙いらずの「黒着物」リメイク」▼ブティック社「１～３玉で編める大人に似合
う手編みこもの」▼高橋雅子「おいしい新調味料塩レモン・塩ゆずレシピ」▼松田裕

ひろ
美
み

「簡単！クラフトバンドで編むおしゃれなかご・こもの」▼Ｋ
き
ＩＫ

き
Ｉ「山が大好きになる

練習帖」

加茂図書館　☎0854-49-8739
12月の休館日　毎週木曜日、23日（火・祝）、月末整理休館：28日（日）
　　　　　　　 年末年始休館：29日（月）～１月３日（土）

掛
　合

保育園開放日

夢の子園 昼 食 試 食 会 17日㈬（要予約・〆切10日） 11:00 ～ 12:00
保 育 所 開 放 日 17日㈬、24日㈬   9:00 ～ 11:00

支援センター (分室：掛合体育館)

好老センター クリスマス誕生会  ３日㈬（要予約）   9:30 ～ 12:00
フ リ ー ス ペ ー ス 16日㈫   9:00 ～ 11:00

分　室 子 育 て 相 談 日 10日㈬   9:30 ～ 11:00
お 話 の 日 18日㈭ 10:30 ～ 11:00

問い合わせ先 

▲

かけや夢の子園 ☎62-9900　 　 　 　 　 　  ▲

好老センター ☎62-1121

吉
　田

保育所開放日　
田井保育所  ３日㈬   9:30 ～ 11:30
吉田保育所  ４日㈭   9:30 ～ 11:30
社協子育てサロン（あいあいクラブ）
吉田健康福祉センター クリスマス会 17日㈬   9:30 ～ 11:30
問い合わせ先 

▲

吉田保育所 ☎74-0330　　 

▲

田井保育所 ☎75-0201
　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会吉田支所 ☎74-0078

三
刀
屋

支援センター　
三刀屋子育て支援

センター
育児相談  １日㈪   9:30 ～ 11:00
クリスマス会（要予約） 16日㈫ 10:00 ～ 11:00

問い合わせ先 

▲

三刀屋子育て支援センター ☎45-9500

木
　次

支援センター

木次子育て支援
センター

リトミック（23年度生まれ対象要予約）  ４日㈭ 10:00 ～
ミュージックケア（年齢不問、要予約） 12日㈮ 10:00 ～
誕生会（誕生児は要予約）と
ク リ ス マ ス 会（ 要 予 約 ） 18日㈭ 10:00 ～

出前保育
日登交流センター 17日㈬ 10:00 ～
教室・相談

木次子育て支援
センター

ベビーマッサージ（３～７ヵ月、要予約） 16日㈫ 10:00 ～
育児相談 19日㈮ 9:30 ～ 11:00受付
妊婦サロン（要予約） 19日㈮ 10:00 ～

社協子育てサロン(にこにこクラブ) (参加費　一家族100円)
西日登交流センター 10日㈬ 10:00 ～
高齢者コミュニティーセンター 24日㈬ 10:00 ～
問い合わせ先 

▲

木次子育て支援センター（斐伊保育所併設） ☎42-2030
　　　　　　 

▲

雲南市社会福祉協議会木次支所 ☎42-9080

加
　茂

支援センター

加茂子育て支援
センター

お 茶 会（ ※ 要 予 約 ）  １日㈪ 10:00 ～（１時間程度）
た ん ぽ ぽ ひ ろ ば

（音遊び・からだを動かして遊ぼう！）  ３日㈬ 10:00 ～（１時間程度）
誕生会（※誕生児は要予約） 17日㈬ 10:00 ～（１時間程度）
た ん ぽ ぽ ひ ろ ば

（くりすます会）（※要予約） 24日㈬ 10:00 ～（１時間程度）
教室・相談

加茂子育て支援
センター

離乳食もぐもぐ教室（５～６ヵ月児）  ４日㈭ 10:00 ～（※要予約）
離乳食もぐもぐ教室（７～８ヵ月児） 11日㈭ 10:00 ～（※要予約）
育 児 相 談 15日㈪   9:30 ～ 11:30
離乳食もぐもぐ教室（９～ 11 ヵ月児） 18日㈭ 10:00 ～（※要予約）

子育てサロン
加茂交流センター ※プチつくしっこひろばは、12月24日㈬　たんぽぽひろばと合同開催
問い合わせ先 

▲

加茂子育て支援センター ☎49-8355
　　　　　　 

▲

加茂交流センター ☎49-8380

大
　東

教室・相談

大東子育て支援センター
（あおぞら保育園２階）

子 育 て 教 室
（あおぞら保育園学童棟）  ４日㈭   9:30 ～ 11:30
赤 ち ゃ ん 教 室

（あおぞら保育園学童棟）  ９日㈫   9:30 ～ 11:30
布おもちゃ作り（要予約） 10日㈬   9:00 ～ 11:30
子 育 て 相 談 12日㈮、26日㈮ 10:00 ～ 16:00

子育てサロン
木馬（おおぎ） 毎週火・木曜日   9:30 ～ 15:30
ぽかぽかひろば（幡屋交流センター）  １日㈪   9:30 ～ 11:30
よちよち（旧久野幼稚園）  ３日㈬   9:30 ～ 11:30
ぽっぽ（佐世交流センター） 11日㈭   9:30 ～ 11:30
うしお（海潮交流センター） 12日㈮   9:30 ～ 11:30
地域サークル
おおぎっこサークル（大東健康福祉センター） 22日㈪   9:30 ～ 11:30
保育園開放日
大東保育園 毎週水曜日 試食の予約：前日16:00まで
かもめ保育園 毎週金曜日 試食の予約：前日16:00まで
あおぞら保育園 毎日　試食は金曜のみ 試食の予約：当日9:00まで
問い合わせ先 

▲

大東保育園 ☎43-6132　 

▲

かもめ保育園 ☎43-5028 　 　 　 　 　 　  ▲

あおぞら保育園（大東子育て支援センター） ☎43-9500
　　　　　　 

▲

地域福祉センターおおぎ ☎43-5610

イベント案内
☆こぐまちゃんくらぶ　毎週月曜日　10:30 ～（29日はお休み）
　（わらべうた遊びの会　対象：乳幼児と家族の方）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）
▼あさのあつこ「かわうそ」▼折原 一

いち
「侵入者」▼桂 望

のぞ
実
み

「エデンの果ての家」▼黒川
博行「後妻業」▼近藤史

ふみ
恵
え

「天使はモップを持って」▼重松 清「一人っ子同盟」▼島田
荘
そう

司
じ

「幻
げん

肢
し

」▼月
つき

村
むら

了
りょう

衛
え

「土
ど

漠
ばく

の花」▼辻村深
み

月
づき

「ハケンアニメ！」▼中島京子「かた
づの！」▼中山七

しち
里
り

「アポロンの嘲
ちょう

笑
しょう

」▼葉
は

室
むろ

 麟
りん

「緋の天空」▼早見和
かず

真
ま

「イノセント・
デイズ」▼百

ひゃく
田
た

尚樹「フォルトゥナの瞳」▼万
ま

城
き

目
め

 学「悟
ご

浄
じょう

出
しゅっ

立
たつ

」▼村岡恵理編「花子
とアンへの道」▼サンドラ・ヘフェリン「ハーフが美人なんて妄想ですから!!」▼川合 
正「『動ける子』にする育て方」▼汐

しお
見
み

稔
とし

幸
ゆき

「本当は怖い小学一年生」▼東
ひがし

田
だ

直樹「自閉
症の僕が跳びはねる理由」「続・自閉症の僕が跳びはねる理由」▼小泉 凡

ぼん
「怪談四代記」

▼成美堂出版編集部編「はっきりわかる現代サイエンスの常識事典」▼山内英
ひで

雄
お

、島 泰
たい

三
ぞう

「腰・肩・ひざは『ねじって』治す」▼上田淳
じゅん

子
こ

「共働きごはん」▼検
けん

見
み

崎
ざき

聡
さと

美
み

「和
食いちねんせい」▼尾木直樹「尾木ママの幸せ孫育てアドバイス」

大東図書館　☎0854-43-6131
12月の休館日　毎週金曜日、23日（火・祝）、月末整理休館：28日（日）
　　　　　　　 年末年始休館：29日（月）～１月３日（土）

イベント案内
☆おはなしレストラン　　21日（日）  　10:20 ～
☆よみかたりのじかん　　毎週木曜日　14:30 ～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新着の本（抄）
▼伊坂幸

こう
太郎「ワンダフルストーリー」▼宇

う
江
え

佐
ざ

真
ま

理
り

「月は誰のもの」▼帚
ははき

木
ぎ

蓬
ほう

生
せい

「天
に星 地に花」▼幸田真

ま
音
いん

「スケープゴート」▼東
ひがし

川
が わ

篤
とく

哉
や

「純喫茶『一服堂』の四季」▼
皇后著、秦 澄美枝 釈「皇后美智子さま全御

み
歌
うた

」▼天野祐吉「さよなら広告さよならニッ
ポン」▼俵 万

ま
智
ち

「旅の人、島の人」▼伊集院 静
しずか

「となりの芝生」▼たちばなかおる「ダ
ウン症児の母親です！」▼太田光代「独走」▼芝山幹

みき
郎
お

「今日も元気だ映画を見よう」
▼成

なる
島
しま

悦雄「珍獣図鑑」▼林 聰
あつむ

「正しい家計管理」▼アミューズメント出版部 編「奇皇
后①」▼岩井輝

てる
紀
とし

「つくる・育てる・飾る！超ミニ盆栽」▼五
ご

所
しょ

菊雄「はじめよう！木
版画」▼土屋武之「きっぷのルール ハンドブック」▼ヒラマツオ「台湾女ひとり旅」▼
Ｂ
ビ ル

Ｍ
マニア

Ｃ
カフェ

「いいビルの写真集」▼Ｂ
ビ ル

Ｍ
マニア

Ｃ
カフェ

「いい階段の写真集」▼『きょうの健康』番組制
作班ほか 編「血管いきいき健康法」▼学研パブリッシング「自然農法で楽しむはじめて
の野菜づくり」▼藤

ふじ
重
しげ

すみ「これならわかるタティングレースの本」

木次図書館　☎0854-42-1021
12月の休館日　毎週月曜日、23日（火・祝)、月末整理休館：28日（日）
　　　　　　　 年末年始休館：29日（月）～１月３日（土）
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人　口･･ 41,074人（－54人）

世帯数･･ 13,825世帯（５世帯）
平成 26 年 11 月 1 日現在（先月比）

女　性･･ 21,377人（－17人）

男　性･･ 19,697人（－37人）

I N F O R M A T I O N

雲南市歴史探訪講座�
 と　き  12月６日（土）9:00 ～ 12:00
 ところ  加茂文化ホールラメール　第１会議室
 講　演  「加茂岩倉遺跡をめぐる弥生社会」
 　田

た

中
なか

義
よし

昭
あき

さん（雲南市文化財保護審議会副会長）

 「加茂岩倉遺跡の最新研究について」
 　増

ます

田
だ

浩
こう

太
た

さん（島根県埋蔵文化財センター文化財保護主任）

 入場料  無料　　　　  事前申込  不要
　 【問】雲南市歴史資料収蔵センター　☎0854-40-1300

第５回 雲南市総合芸術文化祭

【縁
えん

・劇
げき

・祭
さい

 in�UNNAN】
 と　き  12月14日（日）12:30開場 13:00開演
 ところ  木次経済文化会館　チェリヴァホール　２Ｆホール
 出　演  劇団おばば座、わくわくお話し隊
 ゲスト  桂

かつら

　歌
うた

之
の

助
すけ

さん（落語）

 入場料  【前売】一般1,000円、高校生以下500円（当日各300円増）

【はなを楽しむ～雲南市文化協会作品展～】
 と　き  12月13日（土）9:00～ 17:00、14日（日）9:00～ 15:30
 ところ  木次経済文化会館　チェリヴァホール　３Ｆ会議室
 入場料  無料

☆関連イベント☆
桂
かつら

　歌
うた

之
の

助
すけ

さん　落語ワークショップ
『落語から学ぶ表現の世界』参加者募集！

 と　き  12月13日（土）18:00 ～ 20:00
 ところ  木次経済文化会館　チェリヴァホール
 参加料  一般1,000円、高校生以下500円

※聴講は無料、文化祭のチケットをお持ちの方は
受講料無料

【問】雲南市文化協会事務局（チェリヴァホール内）　☎0854-42-1155

クロマチック・アコーディオン奏者かとうかなこと

旅するクリスマス�à�ラメール�
 と　き  12月21日（日）13:30開場 14:00開演
 ところ  加茂文化ホール　ラメール（大ホール）
 出　演  かとうかなこさん他
 共　演  深野神楽保存会、うんなんクリスマス音楽隊
 入場料  【全席指定・前売】（当日各500円増）

 一般2,000円、高校生以下1,500円
※ごうぎん島根文化振興財団としまね文化ファン

ドの助成を受けて実施します。
　【問】音楽がつなぐ人・街・心実行委員会
 （チェリヴァホール内）　☎0854-42-1155

年末年始の休業日
年末年始の業務について、下表の『×』は休業します。

総務課　☎0854-40-1021
市民環境生活課　☎0854-40-1033

地域振興課　☎0854-40-1014

月　日
業　務

12/27
土

12/28
日

12/29
月

12/30
火

12/31
水

1/1
木

1/2
金

1/3
土

1/4
日

市役所　
☎0854-40-1000 × × × × × × × × ×

ご 

み 

収 

集

大 東 町
加 茂 町 可燃ごみ

雲南エネルギーセンター
☎0854-49-6332

× × ○
持込み可

×
持込み可

× × × × ×
木 次 町
三 刀 屋 町 × × ×

持込み可
○

持込み可
× × × × ×

大 東 町
加 茂 町
木 次 町
三 刀 屋 町

不燃ごみ
リサイクルプラザ
☎0854-42-3391

× × ×
持込み可

×
持込み可

× × × × ×

吉 田 町
掛 合 町

可燃ごみ・不燃ごみ
いいしクリーンセンター
☎0854-72-9217

× × ○
持込み可

×
持込み可

× × × × ×

火葬場
☎0854-45-3242 ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○
市民バス・
だんだんタクシー
地域振興課
☎ 0854-40-1014

吉田大東線、北原線 ○ ○ ○ ○ × × × × ○

上記以外の路線 ○
※２ × ○ × × × × × ×

※１　年明け可燃ごみ収集は、大東町・加茂町・吉田町・掛合町が１月５日からです。
　　　　　　　　　　　　　　木次町・三刀屋町が１月６日からです。
※２　通常土曜日運休路線・便は、運行しませんので、ご注意ください。


